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◎議事日程 

日程 議 案 番 号 件          名 

１         会議録署名議員の指名 

２ ５８ 令和２年度陸別町一般会計歳入歳出決算認定について 

３ ５９ 
令和２年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出 

決算認定について 

４ ６０ 
令和２年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳 

入歳出決算認定について 

５ ６１ 
令和２年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定に 

ついて 

６ ６２ 
令和２年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

について 

７ ６３ 
令和２年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認 

定について 

８ ６４ 
令和２年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 

について 

 

◎会議に付した事件 

 議事日程のとおり 
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開議 午前１０時００分 

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） これより、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、６番多胡議員、７番渡辺議員を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議案第５８号令和２年度陸別町一般会計歳入歳出決算 

認定について 

◎日程第３ 議案第５９号令和２年度陸別町国民健康保険事業勘定 

特別会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第４ 議案第６０号令和２年度陸別町国民健康保険直営診療 

施設勘定特別会計決算認定について 

◎日程第５ 議案第６１号令和２年度陸別町簡易水道事業特別会計 

歳入歳出決算認定について 

◎日程第６ 議案第６２号令和２年度陸別町公共下水道事業特別会 

計歳入歳出決算認定について 

◎日程第７ 議案第６３号令和２年度陸別町介護保険事業勘定特別 

会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第８ 議案第６４号令和２年度陸別町後期高齢者医療特別会 

計歳入歳出決算認定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第２ 議案第５８号令和２年度陸別町一般会計歳入歳出決

算認定についてから日程第８ 議案第６４号令和２年度陸別町後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算認定についてまで、７件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第５８号令和２年度陸別町一般会計歳入歳出決算

認定について、続きまして、議案第５９号令和２年度陸別町国民健康保険事業勘定特別

会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６０号令和２年度陸別町国民健康

保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６１号

令和２年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案
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第６２号令和２年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きま

して、議案第６３号令和２年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、続きまして、議案第６４号令和２年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について、以上、議案第５８号から議案第６４号まで７件を一括して、別紙、監

査委員の意見を付しまして、議会の承認を求めるものであります。 

 内容につきましては、副町長から御説明申し上げますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは私のほうから、議案第５８号から議案第６４号まで

の令和２年度の各会計の決算について、一括して説明をさせていただきます。 

 まず初めに、令和２年度の全会計の決算状況について説明をしたいと思いますので、

議案説明書、資料ナンバー６を御覧ください。 

 この表は、令和２年度の決算書の各会計の実質収支に関する調書と符合するものであ

りまして、円単位で整理した表であります。 

 ７会計の合計額は、予算額７８億４,５４７万６,０００円に対し歳入が７４億９,７０

２万４,１６２円、歳出が７３億２,３３３万２,５１１円で、歳入歳出差引額は１億７,

３６９万１,６５１円であります。翌年度に繰り越すべき財源は、一般会計のみでありま

して、繰越明許費繰越額１,２５９万９,３００円、歳入歳出差引額から翌年度に繰り越

すべき財源を除きました実質収支額の合計額は１億６,１０９万２,３５１円でありま

す。この中から、一般会計によって財政調整基金に７,０００万円を積立てしまして、令

和２年度に繰越しする額の合計は９,１０９万２,３５１円となっております。歳出の決

算額の執行率につきましては、９３.３％、予算額から繰越明許費の３億４,４５８万２,

３００円を除きますと、９６.３％の執行率となります。 

 なお、複数の会計にまたがります議案説明資料としまして、平成３０年度から令和２

年度の基金別増減の状況が資料ナンバー７に、起債残高等推移が資料ナンバー８に、令

和元年度と令和２年度の人件費の比較表が、資料ナンバー１０の１と２にそれぞれつけ

てありますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 次に、令和２年度の決算中、一般会計と直診会計の複数の科目において執行しまし

た、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金対象事業の実績について説明を

いたします。 

 議案説明書、資料ナンバー１１の１からを御覧ください。 

 この表につきましては、令和２年度において執行されました事業費を国の医療供給体

制の整備等、感染拡大の防止等、地域経済の維持、住民生活の維持、この区分に振り分

けをしまして、一覧表としたものであります。 

 議案説明書、資料ナンバー１１の５の合計欄を御覧ください。 

 令和２年度に計上しました予算額につきましては、２億４,３７５万２,０００円であ
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ります。実際の執行額につきましては２億２,２０８万２,４９２円、この執行額に対し

充当した国からの臨時交付金は１億８,４２６万５,０００円、国・道からの補助金は１,

７７３万４,４６６円で、一般財源につきましては２,００８万３,０２６円となりまし

た。 

 なお、新型コロナウイルス感染症対応の中小企業経営安定資金利子補給と農業近代化

資金利子補給につきましては、債務負担行為によりまして、後年度における一般財源の

負担がございます。その額は２,２９０万５,７０７円となっておりまして、実際の町の

負担額につきましては、合わせまして４,２９８万８,７３３円となります。 

 この新型コロナウイルス感染症の感染防止対策の関係は、各会計に影響しております

が、三密の回避、外出自粛などの人流の抑制などが行われ、町内の各種行事、イベント

などが中止または規模縮小となり、全会計で約５,７８０万円の計上予算を減額するとと

もに、町内各施設の使用が著しく減少するなどしております。 

 また、歳出では経常的な経費におきまして、諸会議、研修会等の中止により、旅費や

車両の借上料、参加負担金などの支出が減少しておりますが、これらにつきましては都

度説明は省略をさせていただきますので、あらかじめ御了承をいただきたいと思いま

す。 

 次に、令和元年度まで歳出の７節で計上されてきました賃金の関係であります。令和

２年度から、会計年度任用職員制度の導入に伴いまして、７節賃金の科目がなくなり、

パートタイムの分が１節報酬、フルタイムの分が２節給料、３節職員手当等、４節共済

費で支出をされております。 

 次に、各科目における主要な事業についてでありますが、例年と同様、各会計の歳出

の事項別明細書の左側の欄に枠で囲って掲載をしております。随時、御確認をいただき

たいと思います。 

 なお、掲載項目の多いところでは、文字が非常に小さくなっております。非常に見に

くくなっておりますが、御了承いただきたいと思います。大変申し訳ありません。 

 それでは、これより議案第５８号令和２年度陸別町一般会計歳入歳出決算についての

説明に入らせていただきます。 

 まず、議案説明書、資料ナンバー１２を御覧ください。 

 この資料につきましては、令和２年度繰越明許事業一覧で、令和元年度から令和２年

度への繰越分であります。繰越事業の内容は、記載のとおりでありますが、合計では繰

越予算額が３億４,９２３万１,０００円、実績額が３億４,２０５万９,０２３円で、差

引き７１７万１,９７７円の不用額となっております。 

 次に、資料ナンバー１３を御覧ください。 

 この資料は、令和３年度繰越明許事業一覧で、令和２年度から令和３年度への繰越分

であります。こちらも繰越事業の内容は記載のとおりで、繰越予算額の合計は３億４,４

５８万２,３００円であります。 
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 それでは、これより決算書により順次説明をさせていただきますが、初めに説明資料

から説明をいたしますので、決算書の１３７ページをお開きください。 

 １３７ページの説明資料、第１表、令和２年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額６３億２,９２０万２,０００円、歳入の決算額５９億８,９５５万８,７７０

円、歳出の決算額５８億５,０５４万５,３０４円、差引残額１億３,９０１万３,４６６

円、歳出の執行率は９２.４％であります。 

 なお、令和元年度からの繰越額及び執行額と令和３年度への繰越額を、予算額及び歳

出決算額から除いた令和２年度の単年度分につきましては、予算額５６億３,５３８万

８,７００円に対し、歳出決算額は５５億８４８万６,２８１円となりまして、歳出の執

行率は９７.７％となります。 

 次に、第２表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款町税から合計までの科目ごとの令和元年度と、令和２年度の金額及び比率などに

つきましては、表のとおりでありますが、令和２年度の歳入の合計では、調定額５９億

９,２５５万９,５８９円。収入済額５９億８,９５５万８,７７０円で、収入済額を前年

度と比較しますと、１０億５,９２０万６,２０６円の増となっております。このうち１

款の町税につきましては、収入済額が３億４,０７１万２,４２４円、歳入に占める割合

は５.７％で、前年度比１.４ポイントの減。不納欠損額は７万５,０６３円、収入未済額

は２９２万５,７５６円であります。 

 次に、９款の地方交付税についてでありますが、収入済額は２２億２,４７５万７,０

００円で、前年度に比べて４,４３３万９,０００円の増、歳入に占める割合は３７.１％

で、年度比７.１ポイントの減であります。歳入には、町税や使用料、手数料などの自主

財源と国や道の支出金などの依存財源がありますが、当町の自主財源につきましては、

１５億１,８０３万７,９２３円で、前年度より８,９２７万２９９円の増となっておりま

す。歳入に占める割合は、２５.３％で、前年度比では３.７ポイントの減となっており

ます。一方、依存財源は、４４億７,１５２万８４７円で、前年度より９億６,９９３万

５,９０７円の増となっており、歳入に占める割合は７４.７％で、前年度比３.７ポイン

トの増。地方交付税の依存財源に占める割合は、４９.８％となっております。 

 次のページをお開きください。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款議会費から合計までの各科目ごとの年度間の金額及び比率については、表のとお

りでありますが、令和２年度の歳出の合計では、支出済額５８億５,０５４万５,３０４

円で、前年度と比較しますと１０億３,８１４万４,１４５円の増。翌年度繰越額は３億

４,４５８万２,３００円、不用額は１億３,４０７万４,３９６円、執行率は９２.４％で

ありまして、前年度より１.６ポイントの増となっております。 

 続きまして、第４表、町税徴収実績表であります。 

 左側が現年度分、右側が滞納繰越分となっております。左側の現年度分の町民税、固
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定資産税、軽自動車税、町たばこ税の合計は、調定額３億４,１７９万２,５８１円に対

し収入済額が３億３,９７３万１,３５５円で、前年度と比較しますと７７５万４,６５２

円の減。不納欠損額は１万８,７００円、収入未済額が２０４万２,５２６円で、収納率

は９９.４％であります。右側の滞納繰越分では、調定額１９２万６６２円に対し収入済

額が９８万１,０６９円で、前年度と比較しますと７５万７,１９８円の減。不納欠損額

は５万６,３６３円、収入未済額が８８万３,２３０円で、収納率は５１.１％でありま

す。 

 次のページをお開きください。 

 第５表、歳出の性質分析表であります。 

 この表につきましては、科目の款ごとに人件費から繰出金までを分類した決算統計上

の数値を使用しておりますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 なお、人件費、扶助費、交際費が、自治体の義務的経費と言われるものであります

が、この合計額につきましては、１４億８,６４６万８,０００円で、２５.４％となって

おります。 

 次のページ、１４２ページは、第６表、最近５か年間の決算額調であります。こちら

も、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次に、１４３ページをお開きください。 

 第７表、地方消費税交付金の社会保障財源化分が充てられる社会保障４経費、その他

社会保障施策に要する経費であります。平成２６年度の決算から、消費税の引上げ分を

社会保障の財源とする法律改正に伴って、義務化されたものであります。社会福祉、社

会保険、保健衛生の事業の令和２年度の決算額の合計は８億１,９４６万２,０００円

で、その財源としまして国・道支出金が２億１,２７０万９,０００円、地方債が１,６１

０万円、その他７,７７４万円で、一般財源の一部として地方消費税交付金３,０２６万

２,０００円が充当されております。 

 以上で、説明資料による説明を終わりまして、次に、事項別明細書の説明を行いたい

と思います。 

 ９ページをお開きください。それでは９ページから始めます。 

 ９ページ、歳入からの説明となります。事項別明細書では、細かい部分は省略しまし

て、大まかな説明とさせていただきますので、あらかじめ御了承いただきたいと思いま

す。 

 １款町税からであります。町税関係の資料としましては、議案説明書資料ナンバー１

４の１と２に町税の調定収入状況調書、資料ナンバー１５に十勝市町村税滞納整理機構

への引継額、収納額、資料ナンバー１６に税に関する不納欠損の内容がつけてあります

ので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 決算書、１０ページの上段を御覧ください。 

 町税の収入済額は３億４,０７１万２,４２４円、収納率は９９.１％であります。これ
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を令和３年３月３１日現在の人口２,２９１人で割りますと、一人当たり１４万８,７１

８円で、令和元年度と比較しますと、９０７円の減ということになっております。 

 なお、この収入済額の中には、十勝市町村税滞納整理機構からの３７件、３４万９,３

６８円が引き継がれて収納されております。不納欠損額は８件、７万５,０６３円、収入

未済額は７９件で、２９２万５,７５６円であります。 

 １項町民税、１目個人の収入済額１億１,５７９万７,３６４円のうち、現年課税分は

１億１,５０５万８,４０５円、収入未済額７件、１６万５,３３８円であります。滞納繰

越分は７３万８,９５９円で、このうち十勝市町村税滞納整理機構から２８件、２７万

３,０４６円が引き継がれ、収納されております。また、不納欠損額は１件、３６３円、

収入未済額は１１件、５１万８,２１８円であります。２目法人の収入済額は、現年課税

分で１,４５３万５００円、収入未済額はございません。 

 ２項１目固定資産税の収入済額は１億７,６５６万８,３３４円のうち、現年課税分は

１億７,６３８万１,０１２円、不納欠損額は１件、１万４,７００円、収入未済額は２２

件、１８３万８,４８８円であります。滞納繰越分は１８万７,３２２円で、このうち十

勝市町村税滞納整理機構から５件、２万６,８２２円が引き継がれ、収納されておりま

す。また、不納欠損額は５件、５万６，０００円、収入未済額は２９件、３２万５,４０

０円。２目国有資産等所在市町村交付金の収入済額は、７０５万３,７００円でありま

す。 

 ３項軽自動車税、１目環境性能割の収入済額は、現年度分で１８万７,８００円、収入

未済額はございません。２目種別割の収入済額は、現年度分で６７３万３,０００円、不

納欠損額は１件、４,０００円、収入未済額は３件、３万８,７００円であります。次の

ページをお開きください。３目軽自動車税は、滞納繰越分で収入済額は５万４,７８８

円、このうち十勝市町村税滞納整理機構から４件、４万９,５００円が引き継がれ、収納

されております。また、収入未済額は７件、３万９,６１２円であります。 

 ４項１目町たばこ税は、現年課税分で収入済額は１,９７８万６,９３８円、前年度よ

り１４万６,４５１円の減となっております。 

 続きまして、２款地方譲与税１項１目自動車重量譲与税は５,４６１万７,０００円。 

 ２項１目地方揮発油譲与税は１,８７７万１,０００円。 

 ３項１目地方道路譲与税は、科目存置で、収入はございません。 

 ４項１目森林環境譲与税は２,６７７万７,０００円。 

 次のページをお開きください。 

 ３款１項１目利子割交付金は２６万１,０００円。 

 ４款１項１目配当割交付金は６３万６,０００円。 

 ５款１項１目株式等譲渡所得割交付金は７８万１,０００円。 

 ６款１項１目地方消費税交付金は５,８６０万２,０００円で、社会保障財源化分が３,

０２６万２,０００円、その他の地方消費税交付金が２,８３４万円の内訳となっており
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ます。 

 ７款１項１目環境性能割交付金は５２３万４,０００円。 

 次のページをお開きください。 

 ８款１項１目地方特例交付金は２８７万５,０００円であります。 

 次の９款１項１目地方交付税は２２億２,４７５万７,０００円で、前年度と比較しま

すと、４,４３３万９,０００円の増となっております。内訳としましては、普通地方交

付税が１９億９,９６９万５,０００円で、前年度より４,５０８万円の増。特別地方交付

税は２億２,５０６万２,０００円で、前年度より７４万１,０００円の減であります。こ

の地方交付税を３月末現在の人口２,２９１人で割りますと、１人当たり９７万１,０８

６円となりまして、前年度と比較しますと３万６,８８９円の増となっております。 

 １０款１項１目交通安全対策特別交付金は、基準額に満たないということで未交付で

あります。 

 続きまして、１１款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金は、農業競

争力基盤整備事業に係る農業者の負担分、法人３件分で、１,２１１万４,１９７円であ

ります。 

 次のページに移ります。２項負担金１目民生費負担金は、町外の養護老人ホーム入所

者１名分、４３万９,８００円であります。 

 次に、２款使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料、３,４３６万３,４４０円で

あります。１節行政財産使用料６５０万２,６４０円は、町有地及び庁舎、天文台交流セ

ンター、保健センターなど、公共の土地・建物の行政財産使用料であります。２節福祉

等館使用料は５万４,６００円、若葉生きがい交流館での葬儀による使用で２件分です。

３節タウンホール使用料は１回分１万１,５００円、４節ふるさと交流センター使用料は

１,３１２万７００円で、令和２年度は３,５５９人が宿泊をしておりまして、前年度に

比べて７４８人の減となっております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー１９の１と２に、ふるさと交流センター管理費内訳

とオーロラハウスの利用状況がつけてありますので、こちらは後ほど御覧をいただきた

いと思います。 

 ５節銀河の森宇宙地球科学館等使用料は１,４６７万４,０００円で、これは天文台と

コテージ村を合わせた使用料になります。令和２年度の天文台の入館者数は４,７９７人

で、前年度に比べて２,６１０人の減、コテージ村の利用棟数は６３７棟で、前年度に比

べて２３１棟の減、稼働率は２４.９％となっております。 

 資料ナンバー２０と２１に銀河の森天文台実績表、コテージ村利用実績がつけてあり

ますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 次に、２目民生使用料６６９万９,７６０円であります。１節老人福祉使用料１６４万

５,８００円は福寿荘の使用料。２節児童福祉使用料４６４万１６０円は、陸別保育所へ

の広域入所者５名分の保育料であります。３節福祉住宅使用料４１万３,８００円は、か
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らまつハウスの使用料です。 

 ３目衛生使用料は６５８万９,７１０円であります。１節保健衛生使用料２２１万４,

６２０円は公衆浴場の使用料、２２０万１,１２０円が８,６４８人の利用で、前年度に

比べまして４８７人の増となっております。また、墓地使用料が２件、３区画で１万３,

５００円となっております。２節水道使用料４３７万５,０９０円は、小利別地区の専用

水道使用料で、給水人口は５７人であります。 

 次のページ、お開きください。 

 ４目農林水産使用料５２０万４,２７７円は、１節農林水産使用料が、農畜産物加工研

修センターの使用料で９万８,５００円、２０３回の利用となっております。２節の営農

用水使用料は５１０万５,７７７円が、上陸別地区の給水人口で７３人、２５４万３,６

６１円、トラリ地区の給水人口が５２人で、２５６万２,１１６円であります。 

 ５目商工使用料は、１節公園使用料で、イベント広場の使用料１万３,９１０円。 

 ６目土木使用料は６,５２７万７,８５８円で、１節道路橋りょう使用料２４３万１,８

１３円は、道路占用料で１９件分。２節河川使用料は２４件、６万９,０４５円。３節住

宅使用料は６,２７７万７,０００円は、町営住宅・改良住宅・特定公共賃貸住宅の使用

料であります。４節集会所使用料は、使用がございませんでした。 

 ７目教育使用料は１２３万４,６１３円で、１節社会教育使用料４万７,３１３円は、

公民館の陶芸室の使用料。２節資料館使用料は７万９,８００円で、関資料館の入館料２

６６名分。３節学童保育所使用料は１１０万７,５００円で、登録児童の最大数は２５名

となっております。 

 ２項手数料１目総務手数料１節総務手数料１６９万９５０円は、戸籍や住民基本台帳

などの各種証明等の手数料。 

 ２目衛生手数料７６１万１,７８０円につきましては、次のページを御覧ください。１

節の衛生手数料は、ごみ処理、指定ごみ袋等の販売、畜犬登録などの手数料でありま

す。２節水道使用料は、新設工事審査手数料など見込んでおりましたが、実績がござい

ませんでした。 

 ３目農林水産手数料は、１節営農用水手数料、営農用水の新設工事審査手数料１件

分、８,０００円であります。 

 続きまして、１３款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費負担金１億３,２７２万３,

８７２円であります。１節社会福祉費負担金９,２１０万３,３１６円は、障害者自立支

援給付金等に係る負担金と介護保険の低所得者保険料軽減負担金、国民健康保険事業保

険基盤安定負担金が含まれております。２節児童福祉費負担金４,０６２万５５６円は、

児童手当に係る負担金、障害児介護給付費負担金、子どものための教育・保育給付費負

担金。 

 ２目衛生費負担金は、１節保健衛生費負担金で、養育医療負担金７万４,５２０円であ

ります。 
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 ２項国庫補助金１目総務費補助金１節総務管理費補助金で、社会保障税番号制度導入

整備補助金、地方創生推進交付金等、新たな事業としまして新型コロナウイルス感染症

関係の特別定額給付金給付事業等の補助金、地方創生臨時交付金で４億３,１６３万４,

６１２円。 

 ２目民生費補助金６０８万１,０００円は、１節社会福祉費補助金、地域生活支援事業

補助金２７万９,０００円と２節の児童福祉費補助金では、子ども・子育て支援交付金

と、新たな事業としまして、子育て世帯への臨時特別給付金事業補助金で５８０万２,０

００円であります。 

 ３目衛生費補助金１,８００万８,１００円につきましては、次のページをお開きくだ

さい。１節の専用水道費補助金が、小利別地区農業水路等長寿命化防災減災事業に係る

補助金１,３２０万１,１００円。２節保健衛生補助金が、新型コロナウイルスワクチン

接種体制確保対策補助金４８０万７,０００円で、いずれも新たな事業の補助金でありま

す。 

 ４目土木費補助金８,９９３万１,０００円は、１節道路橋りょう費補助金で、橋りょ

う長寿命化修繕事業補助金６,０６１万７,０００円。２節住宅費補助金が、公営住宅建

設等の社会資本整備総合交付金２,９３１万４,０００円。 

 ５目消防費補助金１１５万５,０００円は、１節災害対策費補助金で、河川事業に係る

社会資本整備総合交付金であります。 

 ６目教育費補助金４,６９８万２,０００円は、１節小学校費補助金８４２万５００円

と２節中学校費補助金５３１万２,５００円で、いずれも公立学校情報機器整備等の補助

金が主な内容となっております。 

 なお、このうち８１７万５,０００円が、令和元年度から繰越明許費情報通信ネット

ワーク環境施設整備事業補助金となっております。３節教育総務費補助金３,３２４万

９,０００円は、教員住宅建設に係る学校施設環境改善交付金とスクールバス更新に係る

へき地児童生徒援助費等補助金であります。 

 ３項委託金１目総務費委託金２３万１,０００円は、１節総務管理費委託金で、中長期

在住者居住地届出等事務委託金などが含まれております。 

 ２目民生費委託金１５３万６,４１４円は、１節児童福祉費委託金、児童扶養手当特別

児童扶養手当の事務委託金５,７９３円。２節国民年金費委託金１５３万６２１円は、拠

出年金事務委託金、協力連携事務委託金であります。 

 続きまして、１４款道支出金に移ります。次のページをお開きください。 

 １項道負担金１目民生費負担金８,０５０万１,５９６円であります。１節社会福祉費

負担金６,５４３万２,４８２円は、民生委員活動費等負担金のほか、先ほど国庫負担金

でも説明しました、障害者自立支援給付費などに係る負担金であります。おおむね４分

の１の負担率となっております。２節児童福祉費負担金１,５０６万９,１１４円も、先

ほど国庫負担金で説明しました内容とほぼ同様でありまして、児童手当などに係る負担
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金であります。２目衛生費負担金は、科目存置。 

 ２項道補助金１目総務費補助金１０万円は、防災備品等整備に係る地域づくり総合交

付金であります。２目民生費補助金１,０２７万９,６００円は、１節社会福祉費補助金

が、乳幼児医療費などの各種医療費補助金のほかに、地域生活支援事業補助金などで６

９５万６,６００円。２節児童福祉費補助金が、子ども・子育て支援交付金などのほか、

新型コロナウイルス感染症対策のひとり親世帯臨時特別給付金事務費補助金で３３２万

３,０００円。３目衛生費補助金５９万９,０４７円は、健康増進事業補助金などで、例

年同様の内容であります。４目農林水産業費補助金３億１,４４７万５,３５５円は、１

節農業費補助金が２億７,９５９万７,５２１円で、農業委員会活動促進事業、中山間地

域直接支払事業、農業競争力強化基盤整備事業、農業次世代人材投資事業などの補助金

となっております。 

 なお、このうち２億１,７４９万９,０００円が令和元年度からの繰越明許、畜産酪農

収益力強化整備事業で、陸別町酪農畜産クラスター協議会への補助金となっておりま

す。２節林業費補助金の３,４８７万７,８３４円は、森林環境保全整備事業、小規模治

山事業、林道東トマム高台線改良事業などの補助金であります。 

 続きまして、５目商工費補助金４３９万４,４６６円であります。次のページをお開き

ください。１節消費者対策費補助金６０万７,０００円は、地方消費者行政活性化交付

金。２節商工費補助金３７８万７,４６６円は、秋に実施をしましたプレミアム商品券の

発行事業に係る道のプレミアム分に係る１０％の補助であります。 

 ６目教育費補助金２２万７,０００円は、地域学校共同活動事業補助金であります。 

 ３項委託金１目総務費委託金から次のページの５目土木費委託金までは、権限移譲な

どによる委託金であります。 

 １目総務費委託金７２３万１,８２３円は、１節総務管理費委託金が、北海道権限移譲

事務交付金外２件で１０万７,１５０円。２節徴税費委託金は、道民税徴収委託金で４５

７万５,９０３円。３節戸籍住民基本台帳費委託金は、更正調査事務委託金で１万１,４

００円。４節統計調査費委託金２５３万７,３７０円であります。 

 ２目衛生費委託金４万５,５３０円は、１節の保健衛生費委託金が、公害防止事務委託

金外２件で２万６,４００円。２節清掃費委託金は、建設リサイクル法事務取扱委託金１

万９,１３０円。 

 ３目の農林水産業費委託金１５９万１６６円は、１節農業費委託金が家畜伝染病予防

事務委託金、監督等補助委託金など８件で１５１万４,５６６円で、このうち１８万４,

１６０円は、繰越明許費の道営事業に係ります監督等補助委託金であります。２節林業

費委託金は、有害鳥獣等捕獲許可事務委託金７万５,６００円。 

 ４目商工費委託金は、商工会法関係許可事務等の委託金で１万７,４７５円でありま

す。 

 次のページをお開きください。５目土木費委託金は、陸別川樋管管理委託金２件で９
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８万８,２７１円であります。 

 続きまして、１５款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入４,２７８万３,４８

１円であります。１節土地建物貸付収入３,１４７万７,６８１円は、普通財産の土地建

物の貸付収入で、産業振興住宅ルナコート、貸付住宅、教職員住宅、移住産業研修セン

ターなどの貸付収入が主な内容であります。２節通信設備貸付収入１,１３０万５,８０

０円は、光ファイバー網の貸付収入。 

 ２目利子及び配当金２７９万６,３２０円は、各種基金利子が１５３万７,０９５円、

優先出資株式配当金などが１２５万９,２２５円であります。 

 ２項財産売払収入１目不動産売払収入は、１節土地売払収入が町有地の売払い４件８

筆で１８８万５,９７４円。２節建物売払収入は、科目存置。 

 ２目物品売払収入４２８万５,１００円は、１節生産物売払収入が素材売払い３００万

円。２節不用物品売払収入は、公用車両の更新に伴います旧車両４台分の売払い代金１

２８万５,１００円。 

 ３目の出資金精算等収入は、株式会社陸別町振興公社の解散に伴います１,０９８万

７,２００円の収入であります。 

 次のページをお開きください。 

 １６款１項寄附金１目一般寄附金は、科目存置。 

 ２目指定寄附金１,１６８万３,８５０円は、指定寄附分が１３件、５５６万円、ふる

さと納税分が４１４件、６１２万３,８５０円であります。１節総務費寄附金は、ふるさ

と整備資金、ふるさと銀河線跡地活用等振興基金、町有林整備資金、合わせまして９３

５万７,８５０円。２節教育費寄附金は、教育振興資金、教育センター管理運営資金、ス

ポーツ振興資金、合わせまして７４万４,０００円。３節民生費寄附金は、地域福祉金で

９８万６,０００円。４節農林水産業費寄附金は、いきいき産業支援資金で５９万６,０

００円の寄附となっております。 

 次に、１７款繰入金１項基金繰入金であります。１目財政調整基金繰入金は２億円を

基金から取崩して、財源不足分に充当しております。 

 ２目減債基金繰入金も同じく２億円を基金から取崩して、町債の償還に充当しており

ます。 

 ３目ふるさと整備基金繰入金は１,０２０万円。 

 ４目いきいき産業支援基金繰入金は１億１,２３０万円。 

 次のページに移りまして、５目ふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金は１,２００

万円。 

 ６目町有林整備基金繰入金は２,０４０万円。 

 ７目地域福祉基金繰入金は３,４３０万円。 

 ８目公共施設等維持管理基金繰入金は４,９４０万円。 

 ９目学校給食センター管理運営基金繰入金は２,４００万円。 
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 １０目スポーツ振興基金繰入金は５万７,２２５円。 

 １１目森林環境譲与税基金繰入金は１,６９０万円であります。 

 基金繰入金の総額は６億７,９５５万７,２２５円となりまして、それぞれの該当する

事業に基金を取崩して充当しております。 

 １８款１項１目繰越金は、前年度繰越金５,７９５万１,４０５円で、令和元年度の歳

入歳出差引額から基金に繰入れました６,０００万円を除いた額と符合をしております。 

 次のページをお開きください。 

 １９款諸収入１項延滞金加算金及び過料、１目延滞金２４万７,３１２円は、町税延滞

金４３件分で、町民税１９件、１７万６,１１２円、固定資産税１４件、５万５,８００

円、軽自動車税１０件、１万５,４００円であります。 

 ２目加算金は、科目存置。 

 ２項１目町預金利子は８,１１２円。 

 ３項貸付金元利収入１目家畜導入貸付金収入５,４１７万８,０００円は、約定償還分

が牛２１７頭、３,３６９万５,０００円、繰上償還分が牛５４頭、２,０４８万３,００

０円であります。 

 議案説明書、資料ナンバー２７に、優良家畜導入支援事業の資料をつけておりますの

で、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 ２目貸付金元利収入１億２,８４１円は、信用保証協会の貸付金１億円のほか、勤労者

融資制度貸付金利子などであります。 

 ３目奨学資金貸付金収入１５３万２,５００円は、高校生３人、大学生等７人、うち  

２人からの償還金であります。 

 次に、４款雑入ですが、次のページをお開きください。１目滞納処分費は、科目存

置。 

 ２目弁償金３万７,５２０円は、複写機使用と電動機付自動車等標識再交付の弁償金。 

 次に、３目雑入５,７２０万７,４８４円であります。１節介護予防支援報酬５６万７,

７２０円は、介護予防サービス計画作成に係る報酬で１３２件分。２節居宅介護支援報

酬６２４万３,６６０円は、居宅介護サービス計画作成に係る報酬で４７５件分。３節高

齢者福祉施設負担金３８８万５,５００円は、福寿荘の入居者の食事代等の実費負担金。

４節学校給食費等１,１７２万９,９６７円は、小学校・中学校・保育所職員等の負担

金。５節電話使用料１万６,６９２円は、役場庁舎、福祉館など各施設に係る電話の使用

料。６節電気等使用料１２万８,５９３円は、コテージ村などの電気等使用料でありま

す。７節雑入３,４６３万５,３５２円につきましては、金額の大きなものでは北海道横

断自動車道建設や道営事業の道路整備等に係る支障物件、これは鹿柵などになります

が、それの移転補償費。それから、宝くじ交付金、介護給付費負担金の精算に伴う返還

金、移住産業研修センター賄い負担金、健康診査の個人負担金などが含まれておりま

す。 
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 ４目過年度収入１,０９３万２,８８０円は、国・道負担金、または補助金等の令和元

年度事業の精算に伴う追加交付分であります。１節林業費補助金過年度収入は、森林環

境保全環境事業補助金で２９９万２,０００円。２節保健衛生費負担金は、養育医療負担

金で４５万４３５円。３節子どものための教育・保育給付費負担金が８８万９,３８１

円。４節障害者福祉費等負担金は、身体障害者更生医療給付費還付金で６６０万１,０６

４円であります。 

 続きまして、２０款町債で、次のページにお移りください。 

 ２０款１項町債は、全体で９億２,７７４万４,０００円であります。内訳は、公共事

業等債で１億３０万円、一般単独債の緊急自然災害防止対策事業分で４,８５０万円、緊

急防災減災対策債で３,８３０万円、過疎債が６億６,３４０万円、学校教育施設等整備

事業債が８００万円、臨時財政対策債６,６１０万６,０００円、減収補塡債３１３万８,

０００円となっております。 

 １目総務債９,１７０万円は、防災行政無線整備事業外２事業、この中には過疎地域自

立促進特別対策事業６,１１０万円が含まれております。 

 議案説明書、資料ナンバー９に、この事業の一覧表がつけてありますので、後ほど御

覧をいただきたいと思います。 

 ２目衛生債３,０９０万円は、１節清掃債が２,０１０万円で、塵芥収集車両購入事業

外１事業。２節水道債が１,０８０万円で、小利別地区専用水道整備事業。 

 ３目農林水産業債５億２,２２０万円は、１節農業債が４億９,３６０万円で、第２上

陸別地区畑地帯総合整備事業外５事業。２節林業債が２,８６０万円で、林道東トマム高

台線改良事業外６事業。 

 ４目土木債１億３,８３０万円は、１節道路橋りょう債が１億２,０５０万円で、町道

トマム川沿線道路整備事業外１９事業。２節住宅建設債が１,７８０万円で、新町集会所

の建設事業。 

 ５目消防債３,７２０万円は、消防自動車購入事業外２事業。 

 ６目教育債３,８２０万円は、１節教育総務債が２,４９０万円で、教員住宅の建設事

業。２節学校教育施設整備債が１,３３０万円で、スクールバス購入事業外２事業であり

ます。４節臨時財政対策債は６,６１０万６,０００円。 

 次のページに移りまして、８目の減収補塡債は３１３万８,０００円の借入れとなって

おります。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー８に、年度別の起債残高等推移の一覧がつけてあり

ますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 次に、２１款１項１目法人事業税交付金であります。令和２年度からの新設科目で、

道が徴収した法人事業税の一部を市町村に配分するという制度で、１６５万８,０００円

であります。 

 歳入の合計でありますが、当初予算額４９億９,７２３万８,０００円、補正予算額９
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億８,２７３万３,０００円、繰越明許費３億４,９２３万１,０００円で、予算現額は６

３億２,９２０万２,０００円、調定額５９億９,２５５万９,５８９円に対しまして収入

済額が５９億８,９５５万８,７７０円、不納欠損額が７万５,０６３円、収入未済額が２

９２万５,７５６円で、一般会計の歳入の決算を終えております。 

○議長（本田 学君） １１時１０分まで暫時休憩します。 

                           休憩 午前１０時５８分 

                           再開 午前１１時０８分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、歳出から説明を再開したいと思います。 

 ４３ページをお開きください。 

 １款１項１目議会費は、４,９６９万１,１７９円であります。議会費につきまして

は、議会の運営活動費、議員の報酬、事務局職員の人件費が主な内容となっておりま

す。 

 次に、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費２億４５８万４,８１３円であります

が、この科目では職員研修や電算システム更新事業、電算システムに係る北海道自治体

情報システム協議会への負担金などのほかに、町長、副町長の特別職、それから総務

課、出納課などの職員人件費、職員福利厚生費、役場庁舎用の消耗品ですとか、備品購

入費などが経費となっております。 

 次のページをお開きください。４６ページのほうを御覧いただきたいと思いますが、

この科目の不用額につきましては、３節職員手当等が時間外勤務手当で１１８万１,３０

１円、退職手当組合費が３４０万８,２９６円。９節旅費は、特別旅費で８５万３,１２

０円、普通旅費で５１万３,２６０円、これらが主な内容となっております。 

 続きまして、２目文書広報費３,４３６万３,９９１円は、町広報誌の発行やホーム

ページ管理事業、庁用の郵便料などの経費、防災行政無線愛の鐘の機器更新工事などと

なっております。 

 なお、防災行政無線機器更新工事は、令和２年度が最終年でありまして、屋外子局３

か所の更新工事で終了となっております。 

 次のページお開きください。 

 ３目財政管理費６３万１,８４０円は予算書の印刷。 

 ４目会計管理費３３５万３,４１１円は、決算書の印刷と金融機関に対する口座振替、

窓口収納、発出事務手数料などであります。 

 ５目財産管理費６億１,３９２万２,６９４円は、庁舎、タウンホール、福祉館、公用

車の維持管理、地籍図の修正、基金積立金などのほかに歯科診療所の暖房、給湯設備の

改修、公用車の購入、公有財産システム導入、各種役場庁舎の改修工事など、左側に掲

載の主要事業の経費となっております。 
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 ４８ページを御覧ください。この科目の不用額につきましては、１節報酬が車両管理

専門員分で３６万９,９７２円。１０節需用費は、庁舎用の電気料等の光熱水費で３９万

５,３９９円。１１節役務費は、公用車の車検等手数料２１万７,９９０円。１２節委託

料は、北電柱、ＮＴＴ柱建て替えに伴う光ケーブルの取付け代業務、１２９万１,７０４

円が主な内容となっております。 

 次のページ、お開きください。５０ページのほうの２４節積立金４億９,２６０万８,

０９５円に関しましては、議案説明書、資料ナンバー７に、基金別増減の状況の表があ

りますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 なお、この基金は、家庭の貯金に当たるものでありますが、一般会計の基金の現在高

４８億６,４５９万１５７円を、今年の３月３１日現在の人口２,２９１人で割ります

と、町民１人当たり２１２万３,３４８円となりまして、前年度より１万５,２７２円少

なくなっております。 

 ６目町有林野管理費４,３７５万７,３４９円は、議案説明書、資料ナンバー１７に、

町有林管理事業収支一覧表があります。また、令和２年度は町有管理用の車両の購入の

ほかに、主要事業の欄にも詳しく掲載をしておりますので、後ほど御覧をいただきたい

と思います。 

 なお、町有林拡大事業につきましては、３８万２,１２１平米を１８７万２,３０２円

で購入をしております。平成２５年度から令和２年度末までに取得しました面積の合計

は、２１２万７,１４０.１７平米となっております。 

 次に、７目企画費７,３６７万６,８３９円であります。次のページ、お開きくださ

い。７目の企画費は、掲載の主要事業が主な内容となっております。ふるさと納税促進

事業は３１３万３,４３５円の支出に対し、４１４件、６１２万３,８５０円の納税があ

り、差引き２９９万４１５円がプラスとなっております。 

 地域交通利用促進事業のうち、路線バス利用促進の助成事業の利用延べ人数は１,３９

６人、高校生の通学に係る通学定期差額補助事業は、足寄高校８名、本別高校２名、北

見方面が７名の合わせて１７名への補助となっております。 

 地方創生推進交付金事業につきましては、議案説明書、資料ナンバー１８に、地方創

生交付金事業実績資料がつけてありますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 新農林業人材発掘プログラム事業、サマーインｉｎりくべつ開催事業は、新型コロナ

ウイルス対策により中止をしております。 

 なお、この目には、民間活用住宅建設事業２,５２０万円が、令和３年度への繰越事業

として計上されております。 

 ５２ページを御覧ください。この科目の不用額になりますが、１８節負担金補助及び

交付金でまちづくり補助金９２万円、地域公共交通推進会議交付金９６万５,８６６円、

移住・定住促進住宅建設等補助事業５０万４５３円が主な内容であります。 

 ８目公平委員会費は、執行がございません。 
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 ９目交通安全対策費は１１１万１,２１１円で、例年同様の執行であります。 

 次に、１０目諸費３２７万８,５８５円であります。 

 次のページをお開きください。この科目は、自治会活動等の促進交付金は、町功労者

表彰などに係る経費で、例年同様の執行であります。 

 １１目交流センター管理費３,８１４万４,３３７円は、ふるさと交流センター管理の

ほか屋外の温度計更新、駐輪場の擁壁、駐車場の補修に係る経費であります。令和２年

度の利用者は３,５５９人で、前年度より７４８人の減となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー１９の１と２に、ふるさと交流センターの管理経費内訳

と、オーロラハウスの利用状況がつけてありますので、後ほど御覧をいただきたいと思

います。 

 １２目銀河の森管理費は、天文台、コテージ村・銀河の森専用水道の管理経費であり

ます。決算額８,２３５万８,８０１円の内訳は、職員人件費１,７４１万８,２３８円、

天文台関係で３,９７４万５,３３７円、コテージ村関係で２,０８５万３,７５２円、銀

河の森の管理費の関係で２５５万７,５００円、銀河の森の専用水道の関係で１７８万

３,９７４円となっております。 

 令和２年度の天文台の入館者数ですが、４,７９７人で、前年度よりも２,６１０人の

減、コテージ村の利用棟数は６３７棟で、前年度より２３１棟の減となっております。

この科目の不用額ですが、５４ページの３節職員手当等で時間外手当３４万４,９４６

円、次のページの５６ページを御覧ください。１２節委託料は、専用水道の管路等修繕

で５４万９,２００円。１７節備品購入費は、天文台の管理用備品で５５万８,２２７円

が主な内容であります。 

 議案説明書、資料ナンバー２０に銀河の森天文台実績表、資料ナンバー２１にコテー

ジ村の利用実績がつけてありますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 １３目地域活性化推進費１,９５８万６,８０３円は、地域活性化推進事業やミネラル

ウォーター開発事業、地域おこし協力隊に係る経費でありますが、令和２年度は在庫が

あったために、ミネラルウォーターは製造しておりません。不用額は、地域おこし協力

隊に係る経費分が主な内容であります。 

 議案説明書、資料ナンバー２２に、陸別チャレンプロジェクト事業資料がつけてあり

ますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 次のページを御覧ください。 

 １４目企業誘致対策費は、執行がございません。 

 １５目特別定額給付金事業費は、新型コロナウイルス関係の支援事業費で、２億３,７

２８万１,３８９円。左側主要事業にあります特別定額給付金は国の実施制度で、新生児

の給付金につきましては、町独自の制度であります。 

 続きまして、２項徴税費１目税務総務費２,４２６万２,７７９円でありますが、この

科目は税の還付加算金のほか職員の人件費などで、例年同様の執行であります。 
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 次のページをお開きください。６０ページのほうを御覧いただきたいと思いますが、

２２節償還金利子及び割引料は１２４万２,７００円。徴税などの還付金で個人町民税６

件１８万８,６００円、法人町民税７件１００万３００円、固定資産税７件２万１,４０

０円、軽自動車税が３件２万４,０００円、還付加算金が法人町民税３件、８,４００円

となっております。 

 ２目賦課徴収費４２５万３,１３７円は、例年同様の執行のほか、法改正によります固

定資産税システム更改の負担金７１９万２,０００円が加わっております。 

 なお、十勝市町村税滞納整理機構への負担金は４４万４,０００円で、道民税も含めた

引継額は４６件８２万３,６８９円、収納額は７３件５２万８,９８１円となっておりま

す。 

 議案説明書、資料ナンバー１５に、十勝市町村税滞納整理機構引継収納状況がつけて

ありますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 ３項１目戸籍住民基本台帳費２,５３５万８,９２２円は、職員の人件費など例年同様

の執行のほか、戸籍附票等のシステム改修や、番号制度関連機器設置に係る業務委託を

執行しております。 

 次のページをお開きください。４項選挙費１目選挙管理委員会費６２２万８,８１５円

は、選挙管理委員会委員の報酬や職員の人件費など例年同様の執行。２目選挙啓発費

は、執行がございません。 

 次のページをお開きください。５項統計調査費１目指定統計調査費２５３万８,５２４

円は、国勢調査ほか各種統計調査費に係る指導員及び調査員の報酬や消耗品などの事務

費。 

 ６項１目監査委員会費１８２万９,１５７円は、例年同様の執行であります。 

 続きまして、３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費３億９,４６９万９,３８

０円であります。 

 次のページをお開きください。障害福祉計画等の策定など掲載の主要事業のほか、職

員人件費、福祉住宅（からまつハウス）の管理経費、国民健康保険事業勘定特別会計、

介護保険事業勘定特別会計への繰出金などが含まれております。この科目の不用額にな

りますが、６６ページのほうを御覧ください。１４節工事請負費が、防犯灯の新設・撤

去工事で５８万８,８００円。１８節負担金補助及び交付金が民生委員協議会２５万８,

９８４円、社会福祉協議会４１万２,５７１円。１９節扶助費は、重度心身障害者等医療

費助成で２３４万３,９１８円、障害者介護給付費等の支援費で１６４万６,８５１円が

主な内容であります。２７節繰出金は、国民健康保険事業勘定特別会計への繰出金が２,

３１４万１,０７３円、介護保険事業勘定特別会計への繰出金が５,２５４万５,０２０円

で、不用額が４８５万９０７円は、国保会計への繰出金４８４万９,９２７円が不用額の

主な内容であります。 

 議案説明書、資料ナンバー２３の１に、社会福祉費総務費分の民生費事業実施状況の
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資料がつけてありますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 次に、２目老人福祉費は６,８６６万２,９８３円であります。 

 次のページをお開きください。この科目は、掲載の主要事業のほか、老人健康増進セ

ンター、ふれあいの里、高齢者交流センターなどの管理運営費、居宅介護支援事業所設

置事業費など例年同様の執行でありますが、敬老会は中止となっております。 

 なお、デイサービスセンターの延べ利用者数ですが、２,３５６人で、前年度より３７

１人の減、介護予防日常生活支援総合事業の延べ利用者数は１７２人で、前年度より１

９人の増となっております。 

 この科目の不用額は、１０節需用費が福寿荘の食料費、光熱水費で３６万５,８７０

円。１２節委託料は、成年後見支援事業で３３万１,８９０円。１８節負担金補助及び交

付金が、デイサービス運営事業２１万２,８４６円、介護予防日常生活支援総合事業４２

万２,６８７円、介護職員資格取得助成事業３０万円が主な内容であります。 

 議案説明書、資料ナンバー２３の２に、老人福祉費分の民生費事業実施状況がつけて

ありますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 ３目後期高齢者医療費は４,４８１万８６７円。１８節負担金補助及び交付金は、北海

道後期高齢者医療広域連合への負担金。２７節繰出金は、後期高齢者医療特別会計への

繰出金であります。 

 次に、２項児童福祉費１目児童福祉総務費６３８万９３０円でありますが、この科目

につきましては、掲載の主要事業のほか児童福祉施設への通所に係ります交通費助成で

すとか、障害児自立支援給付費などの経費が含まれております。次のページの７０ペー

ジを御覧ください。１９節扶助費の不用額３７万１,４６０円のうち２７万８,０００円

は、身体障害児補装具交付事業分であります。 

 ２目児童福祉施設費９,５６２万１,９１８円は、保育所に従事する職員の人件費、会

計年度任用職員の報酬や陸別保育所の管理運営経費など例年同様のほかに、エアコン設

置、それから空調用の電気設備工事などを行っております。 

 議案説明書、資料ナンバー２４に、児童福祉関係の実施状況がつけてありますので、

こちらには保育所の登録児童数も参考として掲載をしております。後ほど御覧をいただ

きたいと思います。 

 次に、３目児童福祉費２,６２１万５,１１５円であります。次のページを御覧くださ

い。この科目は児童手当の支給でありまして、主要事業に記載のとおりであります。 

 なお、新型コロナウイルス関連の国の制度であります、子育て世帯への臨時特別給付

金２３０件、２３０万円も給付を実施しております。 

 ３項国民年金費１目国民年金事務取扱費９９５万３,００１円は、例年同様の執行であ

ります。 

 続きまして、４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費５,４５８万１,８７１円

であります。次のページを御覧ください。この科目では、職員の人件費、保健事業に係
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る事務経費など例年同様の執行のほか、令和２年度から医療介護技術職員の養成修学資

金１名の貸付けが始まっております。 

 なお、３節職員手当等の不用額につきましては、時間外手当で５０万７,４０８円。４

節共済費の不用額は、産休職員分の積算誤り等が主な内容であります。 

 ２目保健衛生施設費３,９６２万６,７３８円は、保健センター公衆浴場の管理運営関

係で、保健センター分が３,３７４万９,３８６円、公衆浴場分が５８７万７,３５２円の

執行となっております。公衆浴場、公浴施設の利用者数は合計で８,６４８人で、前年度

より４８７名の増となっております。 

 なお、保健センター診療所の改修事業は、排煙窓等の改修と、４年計画の最終年とな

ります計装機器の更新工事を行っております。この科目の不用額につきましては、１０

節需用費のうち保健センター公衆浴場の燃料代が２７６万６,９１０円、光熱水費で５２

万３,１２８円が主な内容であります。 

 次のページをお開きください。 

 ３目予防費２,１３９万４,３８１円は、各種検診、予防接種など、掲載の主要事業が

主な内容であります。なお、新型コロナウイルスワクチン接種事業につきましては、ワ

クチン接種の事前準備の経費となっております。受診等の実績は、各種検診の延べ人数

が１,０８６人で、前年度より１２４人の減。健康診査の延べ人数は２４８人で、前年度

より４４人の増。予防接種の延べ人数が９０４人で、前年度より１人の増となっており

ます。１９節扶助費の不用額につきましては、各種助成事業の積み上げとなっておりま

す。 

 議案説明書、資料ナンバー２５に、各種検診、健康診査、予防接種、療育指導などの

衛生費事業実施状況の一覧がつけてありますので、後ほど御覧ください。 

 ４目環境衛生費５４３万５,７０３円は、例年同様の執行に加えまして、陸別墓地擁壁

補修に係る墓石の移石等に係る補償費の執行であります。 

 次のページ、お開きください。 

 ５目診療所費１億５,１８２万４,０００円は、国民健康保険直営診療施設勘定特別会

計への繰出金であります。このうち７,４２９万円が、普通地方交付税と特別地方交付税

により財源措置をされております。 

 ２項清掃費１目清掃総務費４９９万３,５２１円は、主要事業に掲載のとおりの内容で

あります。なお、この目には、水道建設負担金事業４,０００円が、令和３年度への繰越

事業として計上されております。 

 ２目塵芥処理費９,９６４万９６６円も、掲載の主要事業が主な内容でありますが、令

和２年度ではショベルローダー１台、塵界収集車１台を購入しております。ごみ等の収

集量は、合計で５１０.６トンで、前年度より４７.３トン、少なくなっております。不

用額につきましては、１０節需用費のうち指定ごみ袋購入等で１２万４,９４８円。１１

節役務費は、ごみ処理手数料で２４万５,１０７円が主な内容であります。 
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 ３項水道費１目専用水道費２,９７２万７,６５５円は、小利別から下勲祢別までの専

用水道に係る経費で、給水戸数は１９戸で、前年度より１戸減となっております。次の

ページをお開きください。令和２年度から新たに長寿命化のため、電気機械設備更新の

実施設計及び水質計器の取替えなど、電気設備更新工事を行っております。１２節委託

料の不用額は、管路等の修繕で３９万７,８００円が主な内容であります。 

 議案説明書、資料ナンバー２６に、４款衛生費、６款農林水産業費、８款土木費にお

けます補助、交付金、起債を対象事業とする建設工事の一覧をつけておりますので、後

ほど御覧をいただきたいと思います。 

 ２目水道費１億１,０８４万円は、簡易水道事業特別会計への繰出金であります。 

 続きまして、５款労働費１項労働諸費であります。１目労働諸費９８万９,１１９円

は、例年同様の執行。 

 ２目緊急雇用対策費１,６４３万９,４５８円は、緊急雇用対策事業でありますが、林

業が３社、建設業２社、建築業が１社、合計６社、延べ４７名の雇用となっておりま

す。次のページ、お開きください。この科目の不用額でありますが、いずれも作業実績

に伴うものでありまして、１２節委託料１０５万４,７５９円が主な内容であります。 

 ３目雇用再生対策費７４０万円は、地元雇用促進事業で、新規雇用が１６名、継続雇

用が４名の計２０名。分野別では、農業が７名、林業が２名、商業は４名、建設業が１

名、福祉関係が６名となっております。不用額につきましては、全て本事業の補助金

で、実績に基づくものであります。 

 続きまして、６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費１,６１０万３,２３６円

でありますが、職員の人件費のほか、例年同様の執行状況であります。 

 次のページをお開きください。２目農業総務費６,３２０万３,２０３円は、職員の人

件費で、３節職員手当等の不用額につきましては、時間外勤務手当３８万２,６６１円が

主な内容であります。 

 ３目農業振興費９,７３８万９,４２０円は、掲載の主要事業が主な内容であります

が、令和２年度は営農実習受入れ関係の補助金・交付金、農業振興地域整備策定業務、

新型コロナウイルス対策支援事業補助金が加わっております。１７節負担金補助及び交

付金の不用額は、農林推進協議会運営事業補助金５８万５５２円、農業近代化資金の利

子補給事業補助金８９万３,５２７円が主な内容であります。 

 ４目畜産業費５億７,１７４万３,６９０円は、バイオガスプラント建設に係る補助

金・負担金による大幅な増額で、掲載の主要事業が主な内容であります。 

 なお、この目では、令和元年度からの繰越明許、畜産酪農収益力強化整備事業で２億

１,７４９万９,０００円の執行と、同事業の令和３年度への繰越明許費２億５,４１０万

１,０００円の予算が計上されております。次のページ、お開きください。１８節負担金

補助及び交付金の不用額につきましては、バイオガスプラント建設に係る北電への電力

系統連携工事負担金の令和２年度負担分の確定に基づきます８０５万４,１５９円の主な
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内容であります。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー２７に、優良家畜導入支援事業の資料がつけてあり

ますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 次に、５目農地費１億５,３７８万７,６２６円も、掲載の主要事業が主な内容であり

ます。この目では、令和元年度からの繰越明許、トマム地区道営農業農村整備事業で６,

２６８万９,２７５円の執行と、令和３年度への同事業の繰越明許費１８０万６,０００

円の予算が計上されております。 

 ６目営農用水管理費１億８９５万５,３０４円であります。次のページ、御覧くださ

い。この目での執行は、上陸別地区、トラリ地区の営農用水の管理費のほか、掲載の主

要事業が主な内容であります。上陸別地区は１億４０７万２,０９７円、トラリ地区は４

８８万３,２０７円の内訳となっております。この目では、令和元年度からの繰越明許、

第２上陸別地区の道営担い手畑地帯総合整備事業で３,８８５万５,２７７円、令和３年

度への同事業の繰越明許費５,５６２万３,３００円の予算が計上されております。１２

節委託料の不用額につきましては、通常の管理運営費に係る管路等修繕が８３万８,８０

０円、施設修繕作業４２万３,５００円などが主な内容であります。給水戸数につきまし

ては、上陸別地区が３２戸、トラリ地区が１８戸で、前年と変わっておりません。 

 ７目公共草地管理費９８７万６,１６６円は、主要事業に掲載しております登良利地区

公共草地配電線路災害復旧工事及びポンプ設備の更新工事の執行のほか、例年同様の執

行状況であります。 

 ８目農畜産物加工研修センター管理費１,５８５万７,４３７円は、職員の人件費ほ

か、例年同様の執行であります。なお、年間の施設の利用回数は２０３回で、前年より

５１回の減となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー２８に、加工センターの月別利用実績がつけてありますの

で、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 次のページを御覧ください。 

 ２項林業費１目林業振興費８,７８３万６,３０５円は、掲載の主要事業が主な内容

で、令和２年度から森林環境譲与税関係の各種事業、陸別地区小規模治山事業が加わっ

ております。１８節負担金補助及び交付金の不用額は、補助金の民有林造林促進事業２

９万６,１４４円、退職金共済制度加入促進事業４７万４,７０７円が主な内容でありま

す。 

 議案説明書、資料ナンバー２９に、未来につなぐ森づくり推進事業、民有林造林促進

事業、資料ナンバー３２、森林作業員就業条件整備事業、林業長期就労促進担い手対策

事業、退職金共済制度加入促進事業の資料がつけてありますので、後ほど御覧をいただ

きたいと思います。 

 また、資料ナンバー２６には、２項林業費の建設工事に係る資料がつけてありますの

で、こちらも後ほど御覧ください。 
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 次に、２目狩猟費４６３万６,１８９円であります。次のページ、御覧ください。こち

らの主要事業に掲載のとおり、有害鳥獣の駆除等に係る経費でありまして、例年同様の

執行であります。 

 ３目林道新設改良費３,２７０万２,５５８円は、林道の改良工事、あるいは維持管理

に係る工事等で、こちらも掲載の主要事業が主な内容であります。 

 ７款１項商工費１目商工総務費２,０３０万７,０６６円は、人件費の計上でありま

す。 

 次のページ、御覧ください。 

 ２目商工振興費１億７,２２４万４,７４３円は、主要事業に掲載された内容のとおり

でありますが、令和２年度は新型コロナウイルス感染症対策によりまして、中小企業融

資制度の預託金の増。経営安定資金の一部利子補給の額及び期間の拡大、プレミアム商

品券のプレミアム率等の拡充、小規模企業等振興事業補助金等の創設などによりまし

て、例年より増額となっております。 

 なお、プレミアム商品券は、換金実績額で７,８２５万３,５００円、日産自動車購入

費助成は５台分となっております。１８節負担金補助及び交付金の不用額は、商工振興

事業１０２万５,３５０円、日産自動車購入助成で２１９万３,４８０円、事業継続臨時

支援金６１２万１,４２２円が主な内容であります。 

 ９４ページの１８節負担金補助及び交付金の上段は、この科目の左側の主要事業掲載

枠を確保するために、斜線で空欄としておりますので、御了承いただきたいと思いま

す。 

 ３目観光費９４０万１,６６３円も、掲載しております主要事業のとおりであります

が、しばれフェスティバルをはじめとする各種イベントの中止に伴いまして、例年より

減額となっております。９４ページのほうになりますが、１８節負担金補助及び交付金

の不用額につきましては、観光協会の補助金で２５４万５,０００円が主な内容となって

おります。 

 ４目公園費６１１万７,８３７円は、公園等の管理に係る経費などで、例年同様の執行

であります。 

 次のページをお開きください。 

 ５目消費者対策費１０１万７,３５４円は、消費生活相談窓口開設が月２回、消費生活

支援事業が月１回の開設で、例年同様の執行であります。 

 続きまして、８款土木費１項土木管理費であります。１目土木総務費４,６１１万２,

６９４円は、職員人件費、旅費、樋門・樋管管理などに係る経費で、例年同様の執行で

あります。３節職員手当等の不用額は、時間外勤務手当５２万５,８６８円が主な内容で

あります。 

 次のページ、お開きください。 

 ２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費１,９４０万９,１４１円であります。内
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容は、ダンプやグレーダーなどの公有車両の管理経費など例年同様の執行のほかに、町

道の用地確定測量委託業務が含まれております。この項目の不用額につきましては、１

０節需用費では、車両用の消耗品等で３０７万１,７７０円、燃料代５２万８,４６３

円、修繕料で７９万７,０７２円。１１節の役務費で、車検費用３４万２,０１４円が主

な内容であります。 

 ２目道路維持費１億４,１２６万８６９円は、町道の道路維持に係る経費で、掲載の事

業が主な内容となっております。この科目の不用額は、１２節委託料が除排雪業務で１,

０４１万２,４９１円。１５節は、道路維持にかかり必要な原材料費で５９万７,６３４

円が主な内容であります。 

 議案説明書、資料ナンバー２６に、８款土木費の２項道路橋りょう費と４項住宅費の

建設工事に係る資料がつけてありますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 ３目橋りょう維持費９,６０８万３,１３７円は、町道の橋の維持に係る経費で、橋

りょうの長寿命化に係る主要事業のとおりの内容となっております。 

 次のページ、お開きください。 

 ４目道路新設改良費９,８８２万３,１６７円は、町道の道路整備や舗装工事などに係

る経費であります。前年度の１路線に対しまして、令和２年度は４路線を整備しており

ます。５目街路灯費９１８万６,９０９円は、街路灯の維持管理に係る経費と、ＬＥＤ化

工事が主な内容であります。令和２年度の街路灯ＬＥＤ化工事では、１１基を実施しま

して、これによりまして街路灯１８２基のうち、１３２基がＬＥＤに変わっておりま

す。１０節需用費の不用額は、電気料４２万８,０９１円であります。 

 ３項河川費１目河川総務費５１１万３,１７０円は、普通河川の護岸補修等が主な内

容。 

 次に、４項住宅費であります。次のページをお開きください。１目住宅管理費２,１３

２万３,５７８円は、町営住宅２４７戸に係る維持管理、改修などに係る経費でありま

す。年度末の空き家は５９戸で、このうち３７戸は政策的に空き家としております。 

 ２目住宅建設費６,３２２万４,８８０円は、社会資本整備総合交付金事業として、公

営住宅及び旧新町交流館の解体と新しい新町交流館の造成工事、新町団地、共栄団地の

屋根塗装、外壁塗装工事などが主な内容となっております。 

 ５項１目下水道費８,６７９万８,０００円は、公共下水道事業特別会計への繰出金で

あります。 

 続きまして、９款１項消防費であります。次のページを御覧ください。１目消防費２

億３３７万２,４２４円は、十勝広域消防事務組合への負担金が１億６,０３４万３,００

０円、陸別消防団に係る費用が４,３０２万９,４２０円の内訳となっております。陸別

消防団では、令和２年度に消防ポンプ自動車１台を更新しております。この目では、消

防署の感染拡大防止、換気整備事業の令和３年度への繰越明許費４８６万２,０００円の

予算が計上されております。 
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 なお、３月３１日現在におけます陸別消防団の団員数は、定員５６名に対しまして４

７名で、年度中新加入が１名、退団が２名となっております。 

 １８節負担金補助及び交付金の不用額は、消火栓年間維持負担金３１万９,０００円、

消防団の運営活動活性化交付金４６万７,６９０円が、主な内容であります。 

 ２目災害対策費３,７９２万８,６３６円は、防災行政無線の保守管理などの例年同様

のの執行のほかに、令和２年度は総合防災訓練としまして、感染症対策を想定しました

避難所運営訓練を実施するとともに、ハザードマップを作成しまして、町内全戸に配布

をいたしました。 

 また、北海道総合行政情報ネットワーク機器の更新に係る負担金、新型コロナウイル

ス感染症を踏まえまして、感染症蔓延時の災害に備えた避難所用品等の整備に係る経費

となっております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー３１に、令和２年度に購入しました避難所用災害対

策用品一覧と、非常用食料の一覧をつけておりますので、後ほど御覧をください。 

 それでは、次のページをお開きいただきまして、１０６ページのほうを御覧くださ

い。不用額です。不用額につきましては、１２節委託料が庁舎タウンホールのＷｉ－Ｆ

ｉ整備４２万４,３２０円。１７節の備品購入費が、避難所用の備品購入で３８万８,１

４０円が主な内容であります。 

 続きまして、１０款教育費１項教育総務費であります。１目教育委員会費１４８万４,

２９０円は、例年同様の執行。 

 ２目事務局費１億２,５３４万７,９４４円は、職員の人件費のほか掲載の主要事業な

どの内容で、教職員住宅の建て替えは２棟２戸を解体しまして１棟２戸を新築。奨学資

金の貸付けは、大学等９名、高校４名となっております。３節の職員手当等の不用額に

つきましては、時間外勤務手当の５３万９,９７６円が主な内容であります。 

 次のページをお開きください。 

 ３目教育振興費１,２２２万３,２５４円は、掲載の主要事業が主な内容で、例年同様

の執行です。１８節負担金補助及び交付金の不用額は、小中一貫教育推進委員会交付金

６０万５,９４９円が主な内容であります。 

 次のページをお開きください。 

 ４目スクールバス運行管理費４,２７７万６,７７０円は、２９人乗りのスクールバス

１台購入のほかは、例年同様の執行状況であります。スクールバスの利用状況でありま

すが、主要事業に掲載のとおりでありまして、前年度より延べで９４人増となっており

ます。なお、１２節委託料の不用額は、スクールバスの運行管理委託料となっておりま

す。 

 ５目教育研究所費３０万４,７８０円は、例年どおりの執行。 

 ２項小学校費１目学校管理費４,２８２万２,００９円は、例年同様の執行に加えまし

て、新型コロナウイルス感染症対策としまして、空調設備整備等の施設整備を実施する
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など、主要事業に掲載のとおりの内容となっております。この目では、新型コロナウイ

ルス感染症対策事業の令和３年度への繰越明許費８０万６,０００円が予算計上されてお

ります。１０節需用費の不用額は、小学校の燃料代３９万６,２５８円が主な内容であり

ます。 

 なお、児童数でありますが、令和３年３月末日現在で、１年生７名、２年生１７名、

３年生２１名、４年生１５名、５年生１８名、６年生２１名の合計９９名となっており

ます。 

 次のページをお開きください。 

 ２目教育振興費３,８７３万８,７８６円は、例年同様の執行に加えまして、児童全員

分の情報通信端末の購入、令和元年度に購入した電算機器の償還金など、主要事業に掲

載のとおりの内容であります。この目では、令和元年度からの繰越明許、公立学校情報

通信ネットワーク環境施設整備事業１,１５７万２,０００円を執行しておりまして、１

２節委託料の不用額は、この事業の執行残額２９０万２,０００円が主な内容でありま

す。 

 なお、就学援助の扶助の準要保護は、前年度より３名の増、特別支援教育は７名で、

同数となっております。 

 ３項中学校費１目学校管理費３,８０５万７,６８８円は、小学校費と同様に例年同様

の執行に加えまして、新型コロナウイルス感染症対策として空調設備整備等の施設整備

の実施するなど、主要事業に掲載のとおりの内容となっております。この目では、新型

コロナウイルス感染症対策事業の令和３年度への繰越明許費２１８万円の予算が計上さ

れております。１０節需用費の不用額は、中学校の光熱水費４３万４,１７２円が主な内

容であります。 

 生徒数についてでありますが、令和３年３月末日現在で、１年生が１７名、２年生が

１４名、３年生が１３名の計４４名であります。 

 次のページを御覧ください。 

 ２目教育振興費２,６６４万６,０５３円は、こちらも小学校費と同様に例年同様の執

行に加えまして、生徒全員分の情報通信端末の購入、令和元年度に更新しました電算機

器の償還金など、主要事業に掲載のとおりの内容となっております。この目では、令和

元年度からの繰越明許で、公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業１,０７５万

８,０００円を執行しており、１２節委託料の不用額につきましては、この事業の執行残

額１４２万７,０００円が主な内容であります。 

 なお、就学援助の扶助の準要保護は、前年度より３名の増、特別支援教育は１名増と

なっております。 

 ４項社会教育費１目社会教育総務費８４３万８２０円は、新型コロナウイルス感染症

の拡大により、中学校等海外派遣事業をはじめとする各種事業の中止、縮小などのため

に前年度より執行額が減少しております。主要事業に記載の内容のとおりとなっており
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ます。 

 次のページをお開きください。 

 ２目公民館費１,２５７万４,２６２円は、例年同様の執行で、内容は主要事業に掲載

のとおりであります。公民館、図書室の利用者数につきましては、前年度より７５９人

の減、視聴覚室の利用者数は、前年度より１７８名の減となっております。１１節需用

費の不用額は、公民館の燃料代７０万４,６００円が主な内容であります。 

 ３目文化財保護１４９万６,５３０円は、関寛斉の紙芝居を制作したほか例年同様の執

行で、内容も主要事業に掲載のとおりであります。関寛斉資料館の入館者数であります

が、前年度より２２７名の減となっております。 

 次のページをお開きください。 

 ５項保健体育費１目保健体育総務費１４２万３５１円は、町民スポーツ大会をはじめ

とします各種スポーツ大会等の中止・縮小などのために、前年より１１３万９５６円の

減額となっております。主要事業に記載の内容のとおりであります。１８節負担金補助

及び交付金の不用額は、スポーツ振興基金運用事業の交付金４４万２,７７５円が主な内

容であります。 

 ２目体育施設費１,７０５万８,５３９円は、例年同様の執行で、内容も主要事業に記

載のとおりであります。 

 ３目学校給食費５,２６７万２,４８８円も、例年同様の執行でありまして、職員の人

件費のほか、給食センターの管理運営費であります。次のページをお開きください。１

０節の需用費の不用額は賄い材料費２１万７,２４０円が主な内容、令和２年度に提供し

ました給食の食数であります。前年度より４５２食の増となっております。 

○議長（本田 学君） 昼食のため、午後１時まで暫時休憩します。 

                           休憩 午後 ０時００分 

                           再開 午後 １時００分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、１１９ページをお開きください。 

 １１９ページの下段になります。１１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費１

目農業施設災害復旧費１万３４０円。 

 ２目林業用施設災害復旧費２,４７５円。 

 次のページをお開きください。 

 ２項公共土木施設災害復旧費１目道路橋りょう災害復旧費５万３５０円、これは令和

２年度は災害復旧工事がありませんでしたので、事務経費のみの執行となっておりま

す。 

 １２款１項公債費１目元金５億４,４９１万２,２７０円及び２目利子２,４２４万６，

７２１円につきましては、議案説明書、資料ナンバー８に、起債残高等推移の資料をつ
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けておりますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 なお、一般会計の残高は４９億８,１０３万３,０００円で、前年度末より３億８,２８

３万２,０００円の増となっており、これを今年の３月末の人口で割り返しますと、町民

１人当たり２１７万４,１７４円となりまして、前年度より２０万４,０８０円の増と

なっております。 

 １３款予備費につきましては、５件、１２４万７,１３８円を充当しております。 

 歳出の合計であります。当初予算額４９億９,７２３万８,０００円、補正予算額９億

８,２７３万３,０００円、繰越明許費３億４,９２３万１,０００円で、予算現額は６３

億２,９２０万２,０００円、支出済額は５８億５,０５４万５,３０４円、翌年度への繰

越明許費３億４,４５８万２,３００円、不用額が１億３,４０７万４,３９６円、予算流

用につきましては１３件、３３万２２０円で、一般会計の歳出の決算を終えておりま

す。 

 続きまして、１２３ページをお開きください。 

 １２３ページは、一般会計の実質収支に関する調書。 

 単位は千円であります。歳入総額が５９億８,９５５万９,０００円、歳出総額が５８

億５,０５４万５,０００円、歳入歳出差引額が１億３,９０１万４,０００円、繰越明許

費繰越額が１,２５９万９,０００円で、実質収支額は１億２,６４１万５,０００円であ

ります。 

 なお、繰越明許費繰越額１,２５９万９,０００円は、令和３年度への繰越額３億４,４

５８万２,０００円から、未収入特定財源３億３,１９８万３,０００円を除いた額となっ

ております。実質収支額の２分の１以上となる７,０００万円を財政調整基金に積立てる

こととしまして、残り５,６４１万５,０００円が翌年度への繰越金となります。 

 続きまして、１２４ページを御覧ください。 

 １２４ページからは、財産に関する調書であります。 

 まず、１、公有財産(１)の土地及び建物ア総括で、行政財産と普通財産に区分されて

おりますが、合計の欄を御覧ください。土地・地積の年度中の増減は４４万７,６２３.

５８平米の増で、決算年度末現在高は３,２８１万５,７７２.８６平米であります。建物

の木造と非木造延べ面積の年度中の増減は１,１２０.２４平米の減で、決算年度末現在

高は６万４,２３１.０５平米であります。この土地・建物の行政財産の内訳は、１２５

ページと１３４ページ、普通財産の内訳につきましては、１２６ページと１３５ページ

にありますので、後ほど御覧ください。 

 続きまして、１２７ページを御覧ください。 

 １２７ページは、(２)の山林についてでありますが、こちらにつきましては後ほど御

覧をいただきたいと思います。(３)有価証券の令和２年度の増減５０４万円の減額につ

きましては、株式会社陸別町振興公社の解散に伴う減額であります。次の(４)無体財産

権につきましては、陸別百恋水の商標権のみで、変更はございません。このほか出資に
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よる権利は１２８ページ、物品につきましては１２９ページから１３０ページ、備品に

つきましては１３１ページから１３２ページ、債権と３月３１日現在の基金につきまし

ては１３３ページに掲載をしておりますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 以上で、議案第５８号の説明を終わりまして、次に、議案第５９号の説明に移りま

す。 

 国保会計になります。議案第５９号令和２年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計

歳入歳出決算についての説明をいたします。 

 決算書の説明資料から説明をいたしますので、１６８ページをお開きください。 

 １６８ページの説明資料につきましては、まず、第１表、国民健康保険事業状況最近

年度比較表であります。左の事務職員数から保険税徴収回数までは、前年度と変わって

おりません。年間平均世帯数は前年度より１３世帯の減、年間平均被保険者数は前年度

より２１人の減、１世帯当たりの税調定額は前年度より１万６,４４４円の減、１人当た

りの税調定額は前年度より１万３５７円の減、１人当たりの療養諸費費用額は前年度よ

り５万４,７８０円の増、１人当たりの一月当たりの受診医療機関数は１.３９か所で、

前年度より０.１１減少しております。 

 次に、第２表、令和２年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額４億６,６４８万７,０００円、歳入決算額４億５,７４２万４,６１４円、歳出

の決算額４億５,５５７万６,７７４円、差引残額１８４万７,８４０円でありまして、こ

れは令和３年度への繰越金となります。 

 次のページを御覧ください。 

 第３表の歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款国民健康保険税から合計までの科目ごとの令和元年度と令和２年度の金額及び比

率などにつきましては、表のとおりであります。令和２年度の歳入の合計につきまして

は、調定額４億５,７８０万９,９５５円、収入済額４億５,７４２万４,６１４円で、収

入済額を前年度と比較しますと、２,９８７万８,９１０円の増となっております。この

うち、１款国民健康保険税につきましては、収入済額は７,１９８万１,９５６円、歳入

に占める割合は１５.７％で、前年度比３.４ポイントの減。不納欠損額はなく、収入未

済額が３８万５,３４１円で、収納率は９９.５％、前年度比０.７ポイントの増となって

おります。 

 次のページをお開きください。 

 第４表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から合計までの科目ごとの金額、比率等、表のとおりであります。令和２

年度の歳出の合計は、支出済額４億５,５５７万６,７７４円で、前年度比較しますと３,

８１９万３,２６２円の増。不用額１,０９１万２２６円は、前年度と比較しますと１,８

１８万４,２６２円の減、執行率は９７.７％、前年度比３.８ポイントの増となっており

ます。 
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 次に、第５表、国民健康保険税収納額最近年度比較表であります。 

 左側が現年課税分、右側が滞納繰越分でありまして、前年課税分は調定額７,１３６万

４,８００円、収入済額は７,１１５万８,３００円で、前年度と比較しますと９１２万

３,２６５円の減。収入未済額は２０万６,５００円で、前年度と比較しますと５万５,７

６５円の増、収納率は９９.７％であります。滞納繰越分は、調定額１００万２,４９７

円、収入済額は８２万３,６５６円で、前年度と比較しますと６２万７,００４円の減。

収入未済額は１７万８,８４１円で、前年度で比較しますと６７万１,９２１円の減、収

納率は８２.２％であります。 

 なお、収入済額の中には、十勝市町村税滞納整理機構より４９万１,０３５円が入金さ

れております。 

 次の第６表、最近５か年間の決算額調べは、ここに記載のとおりでありますので、後

ほど御覧をいただきたいと思います。 

 以上で、説明資料の説明を終わりまして、次に、事項別明細書の説明を行います。１

４８ページをお開きください。 

 それでは１４８ページ、歳入から説明をいたします。 

 １款１項１目国民健康保険税は、７,１９８万１,９５６円の収入であります。令和２

年度の年間平均世帯数は３９６世帯、年間平均被保険者数は６２２人で、前年度より１

３世帯、２１人の減となっております。１節現年課税分の収入済額は７,１１５万８,３

００円、収入未済額は６件で、２０万６,５００円、前年度より１件の減であります。２

節滞納繰越分の収入済額は８２万３,６５６円、収入未済額は９件、１７万８,８４１円

で、前年度より３件の減であります。 

 ２款国庫支出金１項国庫補助金１目災害臨時特例補助金は５４万４,０００円で、新型

コロナウイルス感染症対応分に係る補助であります。 

 ３款道支出金１項道負担金１目保険給付費等負担金３億３,１３８万７,３０７円であ

ります。１節保険給付費等交付金、普通交付金２億５,７８３万３０７円は、歳出の２款

保険給付費に対応する金額となっており、差額１３９万１,４４０円は、令和３年度に精

算交付されます。２節の特別交付金７,３５５万７,０００円は、保険者努力支援分５２

６万９,０００円、特別調整交付金５,６０６万円、道繰入金１,１１９万２,０００円、

特定健診負担金１０３万６,０００円の内訳であります。 

 ４款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、基金の利息２,１７８円であり

ます。 

 次のページをお開きください。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金２,３１４万１,０７３円は、１節保

険基盤安定繰入金１,６９６万３,０７３円が低所得者の保険料軽減分と、保険者支援分

であります。これにつきましては、一般会計の歳入におきまして、国と道から合わせて

４分の３の１,２７２万２,３０３円が入ってきております。２節事務費繰入金は２４０
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万円、３節出産育児一時金等繰入金は２８万円の２件分、５６万円。４節財政安定化支

援事業繰入金は、普通地方交付税の歳入額３２１万８,０００円であります。 

 ２項基金繰入金１目国民健康保険基金繰入金は１,９８８万２,９０８円。 

 ６款１項１目繰越金は、前年度繰越金で１,０１６万２,１９２円。 

 ７款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金２５万９,０００円は、３３件分であ

ります。 

 次のページをお開きください。 

 ２目加算金、２項雑入の１目第三者納付金から４目療養給付費交付金までは、科目存

置であります。５目特定健康診査等負担金４万円は、令和元年度分の道負担金の精算に

よる返還金。６目雑入２万４,０００円は、健康診査の個人負担１２名分であります。 

 歳入の合計でありますが、当初予算額４億９３０万８,０００円、補正予算額５,７１

７万９,０００円で、予算現額は４億６,６４８万７,０００円、調定額４億５,７８０万

９,９５５円に対し、収入済額が４億５,７４２万４,６１４円、収入未済額が３８万５,

３４１円で、歳入の決算を終えております。 

 続きまして、歳出の説明に移ります。１５４ページをお開きください。 

 １５４ページは、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費１,９４５万７,８４０円は、国保会計の事

務経費や国保連合会への負担金など、８節旅費から２４節積立金まで例年同様の執行と

なっております。なお、２４節積立金は、前期高齢者納付金等の精算などに伴いまし

て、前年度より５５１万８,７４６円少ない額の基金への積立てとなっております。２目

連合会負担金は、１８節負担金補助及び交付金４５万７,９６９円で、例年同様の執行。 

 ２項徴税費１目賦課徴収費５１万９,４６０円は、例年同様の執行であります。 

 なお、１８節負担金補助及び交付金は、十勝市町村税滞納整理機構への負担金で、３

０万３,０００円。１５件、５０万１,８７６円を引き継ぎまして、１４件、４９万１,０

３５円が収納されております。 

 続きまして、３項１目運営協議会費２万５,７９０円です。次のページをお開きくださ

い。１節報酬と４節共済費は、例年同様の執行であります。 

 続きまして、２款保険給付費でありますが、項目ごとに前年度と比較しますと、１項

療養諸費１目療養給付費２億１,９７９万４,０８９円は、２,０３５万９,９５８円の

増。２目療養費２４８万２９６円は、１１１万１,５９７円の減。３目審査支払手数料５

２万４４９円は、５万９,５０５円の減。 

 ２項１目高額療養費３,２７３万５,７４６円は、６５６万４７７円の増。２目高額介

護合算療養費８,２８７円は皆増となっております。 

 ３項１目移送費は、科目存置。 

 次のページを御覧ください。 

 ４項出産育児諸費１目出産育児一時金は２件分８４万円で、４２万円の減。５項葬祭
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諸費１目葬祭給付費は、科目存置。２目葬祭費は２件分６万円で、３万円の減。 

 ６項育児諸費は、１目育児給付費、２目児童手当金ともに、科目存置であります。 

 なお、２款保険給付費の総額２億５,６４３万８,８６７円に対しまして、歳入で道支

出金の保険給付費等交付金が交付をされております。 

 ３款国民健康保険事業費納付金は、平成３０年度から北海道が財政運営の責任主体と

なり、全道の市町村の標準化に向けて陸別町の負担分を精算の上、求められた納付額で

あります。１項１目医療給付費分が７,５２４万６,０００円。 

 次のページをお開きください。 

 ２項１目後期高齢者支援金等分２,２２７万２,０００円。 

 ３項１目介護給付費分８６３万８,０００円であります。 

 ４款１項１目共同事業拠出金は、退職者医療事業分担金としての納付額９０円であり

ます。 

 ５款１項１目財政安定化基金拠出金は、北海道胆振東部地震の局地激甚災害指定に伴

う拠出金２８５円であります。 

 次に、６款保健事業費１項１目特定健康診査等事業費２８３万７,４７６円は、例年同

様の執行であります。次のページをお開きください。１２節の委託料は、特定健診２４

７名、特定健診２次検診４０名、歯科検診４名分となっております。 

 次の２項１目保健事業費５９４万９９７円は、７節報償費から１２委託料は例年同様

の執行で、１２節の委託料はインフルエンザの予防接種１４７人、高齢者肺炎球菌の予

防接種４人、４０歳未満の特定健診１３人分であります。１８節負担金補助及び交付金

は、国保連合会に対する特定健診受診率向上支援等共同事業負担金、１９節扶助費はイ

ンフルエンザの予防接種５人分の償還払い分であります。 

 次に、７款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金、２項１目延滞金は、いず

れも科目存置。 

 ３項繰出金は、次のページをお開きください。１目の直営診療施設勘定繰出金が、特

別調整交付金のへき地直営診療施設運営費分６,３７４万２,０００円の直診会計の繰出

金であります。令和２年度分５,３７６万円に、平成３０年度分の追加交付分９９８万

２,０００円を加えまして、繰り出しをしているところであります。 

 ８款１項１目予備費につきましては、充当はございませんでした。 

 歳出の合計であります。当初予算額４億９３０万８,０００円、補正予算額５,７１７

万９,０００円で、予算現額は４億６,６４８万７,０００円、支出済額は４億５,５５７

万６,７７４円、不用額は１,０９１万２２６円、予算流用は１件で３４万６,４９９円

で、歳出の決算を終えております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー３２の１から３に、国民健康保険事業勘定特別会計

の歳入歳出の決算に係る資料がつけてありますので、後ほど御覧ください。 

 それでは、次に、１６６ページをお開きください。 
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 １６６ページは、国民健康保険事業勘定特別会計の実質収支に関する調書。 

 単位は１,０００円であります。歳入総額が４億５,７４２万５,０００円、歳出総額は

４億５,５５７万７,０００円、歳入歳出差引額と実質収支額は同額の１８４万８,０００

円で、同額が次年度への繰越金となります。 

 以上で、議案第５９号の説明を終わりまして、次に、議案第６０号の説明に入りま

す。 

 議案第６０号は、令和２年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出

決算についてであります。 

 決算書の説明資料から説明いたしますので、１９１ページをお開きください。 

 １９１ページの説明資料は、第１表、令和２年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額３億４,３９６万８,０００円、歳入の決算額３億４,６５１万５,５３７円、歳

出の決算額３億３,１９６万２８３円、差引残額１,４５５万５,２５４円になりまして、

これは令和３年度への繰越金となります。 

 なお、歳出の執行率は９６.５％であります。 

 続きまして、第２表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款診療収入から合計までの科目ごとの令和元年度と令和２年度の金額及び比率など

は表のとおりでありますが、令和２年度の歳入の合計は調定額３億４,６５２万２,４３

７円、収入済額３億４,６５１万５,５３７円で、前年度と比較しますと、１,５０７万

５,０８８円の増となっております。このうち１款診療収入につきましては、収入済額が

１億５６万９,９３３円、歳入に占める割合は２９.０％で、前年度比３.６ポイントの

減、収入未済額は６,９００円であります。 

 次のページを御覧ください。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から合計までの内容につきましては、表のとおりでありますが、令和２年

度の歳出の合計につきましては、支出済額３億３,１９６万２８３円で、前年度と比較し

ますと１,６９９万９,６１５円の増、不用額は１,２００万７,７１７円、執行率は９６.

５％でありまして、前年度より１.３ポイントの減となっております。 

 次に、第４表、令和２年度診療収入収納状況調べであります。 

 左側が入院分・右側が外来分で、入院分の収入済額は１,６０３万１,３０１円で、前

年度と比較しますと７５万６,３２４円の減。収入未済額はございません。外来分の収入

済額は６,４１４万７,９１５円で、前年度と比較しますと、８１６万８,３７８円の減で

あります。 

 次のページ、御覧ください。 

 １９５ページが、第５表、令和２年度経費別支出内訳調べであります。 

 １、総務費につきましては２億８,０４５万８,８８８円、前年度と比較しますと７７

６万３,９１６円の減、診療収入に対する割合は２７８.９％で、１２.４ポイントの増。
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２の医業費は４,７５０万３１７円、前年度と比較しますと２,１８１万９,１５７円の

増、診療収入に対する割合は４７.２％で、２３.５ポイントの増であります。 

 １９６ページに移ります。 

 第２表、令和２年度患者数及び職員数等調べでありますが、年間の入院患者数は８９

５人で、前年度と比較しますと２３人の増、外来患者数は１万１,６５３人で６８４人の

減となっております。 

 次のページをお開きください。１９６ページの続きになりますが、２の職員数、３の

患者１人１日当たり診療収入調べ、４、患者１人１日当たり薬品費調べ、５、診療収入

に対する投薬等の収入割合は記載のとおりでありますので、後ほど御覧をいただきたい

と思います。 

 以上で、説明資料のほうの説明を終わりまして、次に、事項別明細書の説明を行いま

す。 

 １７５ページをお開きください。１７５ページ、歳入からの説明となります。 

 １款診療収入の収入済額は１億５６万９,９３３円で、前年度と比較しますと７５８万

３,２２２円の減、収入未済額は６,９００円であります。 

 １項入院収入、２項外来収入は、先ほど第４表の診療収入収納状況調べで説明をいた

しましたので、内容の説明は省略をさせていただきます。２項外来収入の次のページ、

１７７ページをお開きください。中段になりますが、５目一部負担金収入の１節医療給

付現年度の収入未済額につきましては、１件で６,９００円であります。 

 次に、２款使用料及び手数料１項使用料１目診療所使用料は、１節行政財産使用料が

科目存置。次のページをお開きください。２項手数料１目文書料は、診断書や介護意見

書などで９３万７,８１０円であります。 

 ３款道支出金１項道補助金１目総務費補助金１節施設管理費補助金は、へき地診療所

施設整備事業補助金で、Ｘ線テレビシステム更新に係る補助金８２５万円であります。 

 ４款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入１節土地建物貸付収入は、職員住宅

３戸分、４７万２,８００円。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は１億５,１８２万４,０００円で、

その内訳につきましては、起債償還分が４００万２,０００円、財政対策分が１億２,９

２７万２,０００円、施設等整備分が５６８万５,０００円、医療機器等整備分が１,２８

６万５,０００円であります。 

 ２目国保事業勘定特別会計繰入金は、へき地診療所運営分６,３７４万２,０００円

で、令和２年度分が５,３７６万円と、平成３０年度追加分９９８万２,０００円であり

ます。 

 次のページをお開きください。 

 ６款１項１目繰越金は、前年度繰越金で１,６４７万９,７８１円。 

 次に、７款諸収入は、１項１目雑入４２３万９,２１３円であります。１節私用電話料
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は５,０７０円。２節雑入は嘱託員報酬が３６０万円、患者外給食４２万９,９００円、

医療機器使用料等１０万３,５１０円などが、主な内容となっております。 

 歳入の合計であります。当初予算額３億４,９１８万８,０００円、補正予算額マイナ

スの５２２万円で、予算現額は３億４,３９６万８,０００円、調定額３億４,６５２万

２,４３７円に対しまして、収入済額３億４,６５１万５,５３７円、収入未済額６,９０

０円で、歳入の決算を終えております。 

 続きまして、歳出に移ります。 

 次のページ、１８３ページをお開きください。 

 歳出になります。１款総務費１項施設管理費１目一般管理費２億８,０１１万２,６０

０円は、待合室のエアコン設置工事で５０７万１,０００円、その他人件費、施設の管理

運営計画費、事務経費等は例年同様の執行であります。不用額につきましては、実績に

伴う予算額の執行残となりますが、１節報酬は看護師・調理員などの会計年度任用職員

分７１万７,８８１円。８節旅費は普通旅費で３１万６,７１０円。１０節需用費は施設

管理用の燃料費１３７万５,６８８円、光熱水費、主に電気料になりますが、６７万１,

８６４円。１２節委託料は、各種医療機器保守管理で５４万９,４４６円が主な内容であ

ります。 

 ２項１目研究研修費３４万６,２８８円は、例年同様の執行。 

 次のページをお開きください。 

 続きまして、２款医業費であります。１項医業費１目医療用機械器具費２,１１６万

６,２００円は、前年度に比べ２,０９５万５,６００円の増で、これはＸ線テレビシステ

ムの更新によるものであります。この件を除きまして、１目医療用機械器具費から５目

寝具費まで、例年同様の執行でありますが、２目医療用消耗機材費の支出済額は１,１１

０万８,８１４円で、前年度と比較しますと１７８万３,７７８円の増。不用額は１２節

委託料の在宅酸素管理委託料６７万２,４１０円が主な内容。 

 ２目医薬品費の支出済額は１,０１７万６４６円で、前年度比較しますと１２３万７,

６６８円の減。不用額は、１０節需用費の医薬品、予防接種ワクチン、血液製剤等で５

１６万７,３５４円。４目検査費の支出済額は２６０万４,７４９円で、前年度と比較し

ますと１３万９５１円の増。不用額は、１２節委託料の血液検査等で５７万９,２５１円

であります。５目寝具費の支出済額は２５万７,０５７円で、前年度と比較しますと６万

６,６３４円の増であります。 

 次のページ、お開きください。 

 ２項１目給食費２１９万２,８５１円は、前年度と比較しますと１１万９,８１２円の

増で、１０節需用費の不用額は、給食費の賄い材料費４０万２５４円が主な内容であり

ます。 

 ３款１項公債費１目元金３９７万１８０円と２目利子３万８９８円を合わせました支

出額４００万１,０７８円は、前年度と比べて２９４万４,３７４円の増であります。 
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 議案説明書、資料ナンバー８に、起債残高等推移の一覧がつけてありますので、後ほ

ど御覧ください。 

 ４款１項１目予備費につきましては、１件、１２万８,１９６円を充当しております。 

 歳出の合計になります。当初予算額３億４,９１８万８,０００円、補正予算額マイナ

ス５２２万円、予算現額は３億４,３９６万８,０００円、支出済額は３億３,１９６万２

８３円、不用額１,２００万７,７１７円、予算流用は２件で４万３,９０５円、歳出の決

算を終えております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー３３の１と２に、陸別町国民健康保険関寛斉診療所

運営状況がつけてありますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 それでは次のページ、１８９ページを御覧ください。 

 １８９ページは、国民健康保険直営診療施設勘定特別会計の実質収支に関する調書。 

 単位は１,０００円であります。収入総額が３億４,６５１万６,０００円、歳出総額は

３億３,１９６万円、歳入歳出差引額、実質収支額は同額の１,４５５万６,０００円であ

りまして、この額が次年度への繰越金となります。 

 以上で、議案第６０号の説明を終わりまして、次に、議案第６１号の説明に移りま

す。 

 議案第６１号は、令和２年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算になります。 

 決算書の説明資料から説明をいたしますので、２１１ページをお開きください。 

 ２１１ページの説明資料につきましては、第１表、令和２年度歳入歳出決算の総括で

あります。予算額１億７,９１６万７,０００円、歳入の決算額１億７,９１１万１,４０

３円、歳出の決算額１億７,４２０万６,９５３円、差引残額４９０万４,４５０円であり

まして、これは令和３年度への繰越金となります。 

 なお、歳出の執行率は９７.２％であります。 

 続きまして、第２表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款使用料及び手数料から合計までの科目ごとの令和元年度と令和２年度の金額及び

比率などは、表のとおりとなりますが、令和２年度の歳入の合計につきましては、調定

額と収入済額は同額の１億７,９１１万１,４０３円で、収入済額を前年度と比較します

と、８３３万６,７５７円の増となっております。このうち、１款使用料及び手数料につ

きましては、収入済額が５,３１６万３,６００円で、歳入に占める割合につきましては

２９.７％、前年度比１ポイントの減、収入未済額はございません。 

 次のページを御覧ください。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から合計まで、表のとおりとなっております。令和２年度の歳出の合計に

なりますが、支出済額１億７,４２０万６,９５３円、前年度と比較しますと８１６万５,

０８９円の増、不用額は４９６万４７円、執行率は９７.２％でありまして、前年度より

０.１ポイントの減となっております。 
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 次に、２１４ページです。 

 第４表、水道使用料徴収実績調べであります。 

 陸別地区の調定額と収入済額は同額の５,２９８万７,６００円で、前年度と比較しま

すと５７万７,２４３円の増、このうち一般用の調定額と収入済額も同額の３,８３５万

２,７２４円で、前年度と比較しますと３９万２９３円の増となっております。 

 以下、営業用から臨時用まで記載のとおりでありますので、後ほど御覧をいただきた

いと思います。 

 次に、下の表の令和３年３月末の用途別給水戸数であります。前年度と比較します

と、一般用が９７７戸で１２戸の減、営業用が２戸減の２６戸、事業用は１戸減の３９

戸、団体用と浴場営業用は変わらず、６戸と１戸となっております。合計は１,０４９戸

と、全体で１５戸の減となっております。 

 続きまして、次のページを御覧いただきたいと思います。 

 第５表、給水状況調べであります。 

 こちらも前年度と比較しますと、年間の給水量の合計は２９万８,１７７立方メートル

で、２,０７８立方メートルの減。１日平均の給水量は８１７立方メートルで、３立方

メートルの減。給水人口は２,０４８人で、４１人の減。１人１日の平均給水量は３９９

リットルで、７リットルの増となっております。 

 以上で、説明資料の説明を終わります。 

 続きまして、事項別明細書の説明を行います。 

 ２０１ページをお開きください。 

 ２０１ページは、歳入からの説明となります。 

 １款使用料及び手数料１項使用料１目水道使用料５,２９８万７,６００円は、前年度

と比較すると５７万７,７４３円の増で、収入未済額はございません。 

 ２項手数料１目水道手数料１７万６,０００円は、１節設計手数料の給水装置の工事審

査手数料で、新設が８,０００円の１０件、改造が４,０００円の１件、撤去が４,０００

円の６件の合計１７件、１１万６,０００円。２節指定手数料は、給水装置の工事事業者

の指定申請に係る審査手数料で、６件、６万円であります。 

 ２款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入は、科目存置。 

 ３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１億１,０８４万円は、建設改良費分

が６,０５３万８,０００円、財政対策分が４,８７９万円、経営戦略の策定に要する経費

が１５１万２,０００円の内訳となっております。 

 ４款１項１目繰越金は、前年度繰越金で４７３万２,７８２円。 

 次のページ、御覧ください。 

 ５款諸収入１項１目雑入６７万５,０２１円は、下水道会計からの下水道料金の事務負

担金であります。 

 ６款１項町債１目簡易水道事業債は９７０万円であります。 
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 歳出の合計となります。当初予算額１億８,２９７万７,０００円、補正予算額マイナ

スの３８１万円で、予算現額は１億７,９１６万７,０００円、調定額と収入済額は同額

の１億７,９１１万１,４０３円で、歳入の決算を終えております。 

 続きまして、歳出の説明に移ります。 

 次のページをお開きください。 

 ２０５ページからが歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、１,７５７万７,６４５円で、令和２年

度は経営戦略策定支援業務の委託と、公営企業法適用化に係る負担金の支出をしており

ますが、その他の人件費、水道料金収納業務などの経費は、例年同様の執行でありま

す。 

 なお、２６節公課費は、消費税の納付分であります。 

 ２款施設費１項施設管理費１目施設維持費３,１７１万７,５０５円は、水道施設の維

持に係る経費が主な内容であります。令和２年度は、右側の表に掲載の管路施設管理の

事業のとおり、水道仕切り弁筐等修繕や減圧弁室水道メーター設置を実施しておりま

す。それ以外につきましては、例年同様の執行となっております。この科目の不用額で

ありますが、１０節需用費では施設維持に係る消耗品が２７万１１２円、電気代が２９

万６,６０９円、修繕料は３９万８,８００円。１２節の委託料の管路等修繕で１２０万

７,４００円が主な不用額の内容であります。 

 次のページを御覧ください。２目施設新設改良費８６６万８,０００円は、右側の表に

掲載の事業となっております。 

 続きまして、３款１項公債費１目元金１億２９万３,２１６円と２目利子１,５９５万

５８７円を合わせた支出済額が１億１,６２４万３,８０３円で、前年度と比べまして３

５６万８円の増となっております。 

 議案説明ナンバー８に、起債残高等推移の一覧表がつけてありますので、後ほど御覧

をいただきたいと思います。 

 ４款１項１目予備費につきましては、充当はございませんでした。 

 歳出の合計であります。当初予算額１億８,２９７万７,０００円、補正予算額マイナ

スの３８１万円で、予算現額は１億７,９１６万７,０００円、支出済額は１億７,４２０

万６,９５３円、不用額が４９６万４７円で、歳出の決算を終えております。 

 それでは次のページ、２０９ページを御覧ください。 

 簡易水道事業特別会計の実質収支に関する調書。 

 単位は１,０００円であります。歳入総額が１億７,９１１万１,０００円、歳出総額は

１億７,４２０万７,０００円、歳入歳出差引額と実質収支額は同額の４９０万４,０００

円でありまして、この額が次年度への繰越金となります。 

 以上で、議案第６１号の説明を終わりまして、次に、議案第６２号の説明に移りま

す。 
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 議案第６２号は、令和２年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算についてで

あります。 

 決算書の説明資料から説明いたします。２３１ページをお開きください。 

 ２３１ページの説明資料は、第１表、令和２年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額１億３,２５８万３,０００円、歳入の決算額１億３,２７３万４,８１０円、歳

出の決算額１億３,０２９万２,０４５円、差引残額は２４４万２,７６５円でありまし

て、これは令和３年度への繰越金となります。歳出の執行率につきましては、９８.３％

であります。 

 次に、第２表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款分担金及び負担金から合計までの科目ごとの令和元年度と令和２年度の金額と比

率などにつきましては、表のとおりでありますが、令和２年度の歳入の合計につきまし

ては、調定額と収入済額が同額の１億３,２７３万４,８１０円で、収入済額を前年度と

比較しますと、１,６４８万７０２円の減となっております。このうち２款使用料及び手

数料につきましては、収入済額が２,５３１万３,５７５円、歳入に占める割合が１９.１

％で、前年度に比較しますと２．３ポイントの増で、収入未済額につきましてはありま

せんでした。 

 次のページを御覧ください。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から合計までにつきましては、表のとおりとなっておりますが、令和２年

度の歳出の合計は、支出済額１億３,０２９万２,０４５円、前年度と比較しますと１,６

２８万５,０９５円の減、不用額が２２９万９５５円、執行率は９８.３％と、前年度と

同じ率となっております。 

 次に、第４表、下水道使用料徴収実績調べであります。 

 陸別処理区の調定額と収入済額は、同額の２,５２４万９,５７５円で、収入済額を前

年度と比較しますと２８万１,６０３円の増、収入未済額はございません。このうち、一

般用の調定額と収入済額は２,４８９万９,５８３円で、収入済額を前年度と比較します

と２８万１,６０５円の増。公衆浴場用の調定額と収入済額は３４万９,９９２円で、前

年度より２円の減となっております。 

 次に、下の表の令和３年３月末現在の処理状況になります。 

 前年度と比較しますと、処理人口は１,７４３人で、３６人の減。水洗化人口は１,６

０７人で２７人の減、水洗化率は９２.２％で、０.４ポイントの増となっております。 

 以上で、説明資料のほうの説明を終わり、事項別明細書の説明に移ります。 

 ２１９ページをお開きください。 

 ２１９ページは、歳入であります。 

 １款分担金及び負担金１項分担金１目下水道事業分担金４７万５,０００円は、前年度

に比べて２戸増の１９戸分であります。 
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 ２款使用料及び手数料１項使用料１目下水道使用料は、収入済額２,５２４万９,５７

５円で、未収入額はございません。 

 ２項手数料１目下水道手数料６万４,０００円は、排水設備工事の審査手数料で、新設

が８,０００円の６件分、撤去が４,０００円の３件分、改造が４,０００円の１件分であ

ります。 

 ３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道事業補助金８４０万９,５００円は、陸別浄

化センター改築更新実施設計委託及び陸別橋マンホールポンプ場ほか、機器更新工事に

係る補助金であります。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金８,６７９万８,０００円は、建設改

良費分２１９万６,０００円、高資本費対策分６１７万２,０００円、分流式下水道分４,

４３９万６,０００円、財政対策分３,４０３万４,０００円の内訳であります。 

 次のページを御覧ください。 

 ５款１項１目繰越金は、前年度繰越金で２６３万８,３７２円。 

 ６款１項町債１目下水道事業債は９１０万円であります。 

 ７款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入３６３円は、機器更新に係る不用機

器の金属売払い分であります。 

 歳入の合計です。当初予算額１億５,１９５万９,０００円、補正予算額がマイナスの

１,９３７万６,０００円、予算現額は１億３,２５８万３,０００円、調定額と収入済額

が同額の１億３,２７３万４,８１０円で、歳入の決算を終えております。 

 続きまして、歳出の説明に移ります。 

 次のページをお開きください。 

 ２２３ページ、歳出です。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費１,２５３万１５円は職員の人件費、下水道

台帳修正など例年同様の執行で、２６節公課費につきましては消費税の部分でありま

す。 

 ２款施設費１項施設管理費１目施設維持費４,６０４万８,０６４円は、下水道施設の

維持に係る経費でありまして、右側の表に掲載の事業が主な内容となっております。 

 なお、この科目の不用額は、１２節委託料の施設整備改修及び環境清掃の３６万２,９

００円が主な内容となっております。 

 次のページをお開きください。 

 ３款事業費１項下水道整備費１目下水道建設費１,８５１万４,０９９円は、右側の表

に掲載の事業内容のとおりであります。 

 ４款１項公債費１目元金４,６３３万４５２円と２目利子６８６万９,４１５円を合わ

せました５,３１９万９,８６７円でありまして、前年度と比べますと２８６万６,８１２

円の増となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー８に、起債残高等推移の一覧表がつけてあります。後ほど
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御覧ください。 

 ５款１項１目予備費につきましては、充当はございません。 

 次のページを御覧ください。 

 歳出の合計となります。当初予算額１億５,１９５万９,０００円、補正予算額がマイ

ナスの１,９３７万６,０００円で、予算現額は１億３,２５８万３,０００円、支出済額

は１億３,０２９万２,０４５円、不用額が２２９万９５５円で、歳出の決算を終えてお

ります。 

 次のページ、お開きください。 

 ２２９ページ、公共下水道事業特別会計の実質収支に関する調書。 

 単位が１,０００円であります。歳入総額が１億３,２７３万５,０００円、歳出総額は

１億３,０２９万２,０００円、歳入歳出差引額と実質収支額は同額の２４４万３,０００

円で、次年度への繰越金となります。 

○議長（本田 学君） ２時１０分まで休憩します。 

                           休憩 午後 １時５６分 

                           再開 午後 ２時０８分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、続きまして議案第６３号令和２年度陸別町介護保

険事業勘定特別会計歳入歳出決算についての説明をさせていただきます。 

 決算書の説明資料から説明いたしますので、２６２ページをお開きください。 

 ２６２ページの説明資料は、まず第１表、令和２年度歳入歳出決算の総括でありま

す。予算額３億４,４６５万３,０００円、歳入の決算額３億４,４４０万２,７１５円、

歳出の決算額３億３,３４７万４,８３９円、差引残額１,０９２万７,８７６円でありま

して、これは令和３年度への繰越金となります。歳出の執行率は９６.８％であります。 

 次に、第２表、歳入実績最近年度比較表を御覧ください。 

 １款介護保険料から合計までの科目ごとの令和元年度と令和２年度の金額及び比率な

どにつきましては、表のとおりでありますが、令和２年度の歳入の合計は、調定額３億

４,５０１万３３５円、収入済額３億４,４４０万２,７１５円で、前年度と比較しますと

３,３８８万１,５１２円の増となっております。 

 なお、１款介護保険料につきましては、収入済額が５,１８１万９,０９７円、歳入に

占める割合は１５％で、前年度に比較しまして２.７ポイントの減、不納欠損額は１５万

４８０円、収入未済額は４５万７,１４０円であります。 

 続きまして、第３表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から合計までにつきましては、表のとおりとなっておりますが、令和２年

度の歳出の合計につきましては、支出済額３億３,３４７万４,８３９円、前年度と比較

しますと４,７８４万５,４６４円の増。不用額が１,１１７万８,１６１円、執行率は９
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６.８％であります。前年比２.５ポイントの増となっております。 

 次に、第４表、介護保険料収納額調べであります。 

 左側が現年度賦課額、右側が滞納繰越分でありまして、現年度賦課額は、調定額が５,

２０６万９,３２７円、収入済額５,１７８万８,３１７円は、前年度と比較しますと３０

０万６,６５５円の減。収納率につきましては９９.５％、前年度比０.２ポイントの減。

収入未済額は２８万１,０１０円であります。右側の滞納繰越分につきましては、調定額

が３５万７,３９０円、収入済額３万７８０円は、前年度と比較しますと１８万３,６０

０円の減。収納率は８.６％で、前年度比３２.２％の減。不納欠損額が１５万４８０

円、収入未済額は１７万６,１３０円でありまして、現年度分と滞納繰越分の収入未済額

の合計は４５万７,１４０円となっております。 

 以上で、説明資料のほうの説明を終わりまして、事項別明細書の説明に移ります。 

 ２４０ページをお開きください。 

 歳入になります。 

 １款１項介護保険料１目第１号被保険者保険料は５,１８１万９,０９７円でありま

す。令和２年度末現在の被保険者数は８５６人で、前年度より１８人の減となっており

ます。１節現年度分の収入済額は５,１７８万８,３１７円、収入未済額は５件、２８万

１,０１０円。２節滞納繰越分の収入済額は３万７８０円、不納欠損額は２件、１５万４

８０円。収入未済額は３件、１７万６,１３０円であります。 

 ２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金５,２１６万８,１３２円は、歳

出の介護給付費に係る施設分１５％、その他２０％分となっております。 

 ２項国庫補助金１目調整交付金２,４１２万２,０００円は、歳出の介護給付費に係る

８.４６％分。２目地域支援事業交付金３３３万６,８９５円は、介護予防日常生活支援

総合事業分が１７６万３,４００円で、介護予防日常生活支援総合事業以外の地域支援事

業分が１５７万３,４９５円であります。３目保険者機能強化推進交付金は、地域包括支

援センターが行う高齢者自立支援への取組に対する補助金で３２万２,０００円。４目保

険者努力支援交付金は、予防健康づくりの取組を増加させる保険者に対する補助金２９

万８,０００円であります。次のページをお開きください。５目の事業費補助金２８万円

は、システム改修に係る補助金。 

 ３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金４,５９９万３,４４７円は、歳出の

介護給付費に係る施設分１７.５％、その他分１２.５％となっております。 

 ２項道補助金１目地域支援事業交付金１６０万１,９９７円は、介護予防日常生活支援

総合事業分が８１万５,２５０円、介護予防日常生活支援総合事業以外の地域支援事業分

が７８万６,７４７円であります。 

 ４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金８,１０１万７,０００円は、歳出の介

護給付費に係る２７％分。２目地域支援事業支援交付金は、介護予防事業分で１７０万

円であります。 
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 ５款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、基金利子９６３円。 

 次のページ、御覧ください。 

 ６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金５,２５４万５,０２０円でありま

す。１節介護給付費繰入金は３,７６７万６,０００円で、前年度より３４２万７,０００

円の増。２節事務費繰入金は８７９万３,０００円で、前年度より４１０万６,０００円

の増。３節地域支援事業繰入金は１３２万９,０００円で、前年度より１８万１,０００

円の増。４節低所得者保険料軽減繰入金は４７４万７,０２０円で、前年度より２０３万

５,０２０円の増であります。これには一般会計から、国から２分の１、道から４分の１

の交付金が入っております。 

 ２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金は４０２万円。 

 ７款１項１目繰越金は、前年度繰越金で２,４８９万１,８２８円であります。 

 ８款諸収入１項延滞金及び過料１目第１号被保険者延滞金、次のページに移りまし

て、２目第１号被保険者過料。２項１目預金利子。３項雑入の１目滞納処分費、２目第

三者納付金、３目延納金まで、科目存置となっております。４目雑入２８万６,３３６円

は、介護扶助審査判定業務費２４万１,３６０円と、総合事業訪問Ａ事業に係る利用者負

担金４万４,９７６円であります。 

 歳入の合計です。当初予算額２億９,５４２万５,０００円、補正予算額４,９２２万

８,０００円で、予算現額は３億４,４６５万３,０００円、調定額３億４,５０１万３３

５円に対しまして、収入済額が３億４,４４０万２,７１５円、不納欠損額が１５万４８

０円、収入未済額が４５万７,１４０円で、歳入の決算を終えております。 

 続きまして、歳出の説明に移ります。次のページを御覧ください。 

 歳出、１款総務費１項総務管理費１目一般管理費４６２万８,９７３円は、介護保険計

画策定業務４０６万３,５６５円、介護保険システムの改修に係る北海道自治体情報シス

テム協議会への負担金５６万１,０００円が主な内容であります。 

 ２項１目賦課徴収費２４万９６４円。３項１目介護認定審査会費２１４万３００円、

２目認定調査費６６万円は、例年同様の執行であります。 

 なお、１目介護認定審査会費の１１節役務費は、主治医意見書１４８件分。１８節負

担金補助及び交付金１４７万２,２００円は、十勝東北部介護認定審査会の負担金。２目

認定調査費１２節委託料は、介護認定調査業務で１４９人分であります。 

 次に、２款保険給付費であります。次のページ、御覧ください。。 

 １項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費１億２,７４５万３,５５０円

は、前年より３,０１３万４,４１０円の増であります。延べ利用者は１,５１５人で、前

年度より１２５人の増であります。２目居宅介護サービス計画給付費７８１万２,７４０

円は、前年度より２２万５,６２０円の増、延べ利用者は５６５人で、前年度より５人の

増。３目施設介護サービス給付費１億２,７８０万８,５３８円は、前年度より４３２万

９,３３９円の増、延べ利用者は５１８人で、前年度より４人の減。４目居宅介護福祉用
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具購入費３３万９,５０７円は、前年度より１４万９,８８３円の増、利用件数は９件で

前年度より２件の増。５目居宅介護住宅改修費８万９,１００円は、前年度より６８万

４,２０８円の減、利用件数は１件で、前年度より６件の減であります。 

 ２項介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費１８４万８,６３０円は、前

年度より１６３万５,６５６円の減、延べ利用者は１７１人で、前年度より１５人の減。

２目介護予防サービス計画給付費５２万３,２００円は、前年度より５万９００円の減、

延べ利用者は１２０人で、前年度より１３人の減。３目介護予防福祉用具購入費１７万

５,４８２円は、前年度より１０万５,５５６円の増。利用件数は５件で、前年度より２

件の増。 

 次のページをお開きください。４目介護予防住宅改修費は、利用がございません。 

 ３項その他諸費は、１目審査支払手数料１７万６,０８７円で、前年度より３,８５２

円の増。 

 ４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費５３２万１,８２８円で、前年度よ

り７０万６,７６６円の増、利用者は５６人で、前年度より７人の増。２目高額介護予防

サービス費は、利用がございません。 

 ５項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス費２４５万８,９５

５円は、前年度より４０万１,５２３円の減。利用者は５６人で、前年度より７人の増。

２目高額医療合算介護予防サービス費は、利用がございませんでした。 

 ６項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費１,９０１万９,１８

８円は、前年度より９０万７,４４６円の増。延べ利用者は５０３人で、前年度より２人

の減。 

 次のページに移ります。２目特例特定入所者介護サービス費、３目特定入所者介護予

防サービス費、４目特例特定入所者介護予防サービス費が、いずれも科目存置でありま

す。 

 続きまして、３款地域支援事業費１項１目介護予防生活支援サービス事業費４４０万

５,２３３円であります。１２節委託料は、訪問型サービスＡ委託料で、延べ利用者数は

１７２人で、前年度より１９人の増。１８節負担金補助及び交付金は、第１号事業給付

費の国保連への負担金。２目介護予防ケアマネジメント事業費１６万１,１６０円は、１

２節委託料総合事業の介護予防ケアマネジメント委託料で、町居宅介護事業所２３件

分。１８節負担金補助及び交付金は、第１号介護予防支援事業給付費の国保連への負担

金であります。 

 ２項１目一般介護予防事業費６３万８,４８６円は、１２節委託料で社会福祉協議会へ

のふまねっと運動の委託、足寄町国保病院の理学療法士派遣委託のほか、予防事業に係

る事務経費などが主な内容であります。 

 次のページ、御覧ください。 

 ３項包括支援事業費、任意事業費であります。１目包括的継続的ケアマネジメント支
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援事業費２８万７,６４０円につきましては、１２節委託料介護予防サービス計画作成業

務で、町居宅介護支援事業所４６件、町外の居宅介護支援事業所１２件、合わせて５８

件の委託であります。２目任意事業費１１５万７,７０４円は、１２節委託料で社会福祉

協議会に委託した介護用品給付事業及び食の自立支援事業であります。３目認知症総合

支援事業費１０万３,２４７円は、社会福祉協議会に委託した認知症カフェ事業で、延べ

１０９人の利用がございました。４目生活支援体制整備事業費９６万７,１４５円も社会

福祉協議会への委託で、生活支援コーディネーター事業であります。 

 ４項その他諸費１目審査支払手数料１万１,２６９円は、例年同様の執行であります。 

 次のページ、御覧ください。 

 ４款１項基金積立金１目介護給付費準備基金積立金は７８１万８,０１９円でありま

す。 

 議案説明書、資料ナンバー７に、基金別増減の状況がつけてありますので、後ほど御

覧をいただきたいと思います。 

 次に、５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目第１号被保険者保険料還付金６万

９,５４２円は、過年度の還付金９件分。２目介護給付費負担金等返還金１,７１６万３,

７５２円は、令和元年度分の精算に伴う返還金でありまして、介護給付費分では国分８

５０万８５４円、道分８２万９,３４５円、支払基金分３０２万３,８１８円、町分が１

７８万５,０２７円であります。地域支援事業分では、国分が７６万４,５７４円、道分

３９万５,２２９円、支払基金分１３万９,５２０円、町分２１万３,２１９円、事務費分

が町分で１４１万２,１６６円となっております。 

 ６款１項１目予備費につきましては、充当はございませんでした。 

 歳出の合計になります。当初予算額２億９,５４２万５,０００円、補正予算額４,９２

２万８,０００円で、予算現額は３億４,４６５万３,０００円、支出済額は３億３,３４

７万４,８３９円、不用額が１,１１７万８,１６１円、予算流用は３件で１万６,６２０

円で、歳出の決算を終えております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー３４の１と２に、介護保険事業勘定特別会計の歳入

歳出に係る実施事業の資料がつけてありますので、後ほど御覧ください。 

 それでは、次のページ御覧ください。 

 次のページ、２６０ページは、介護保険事業勘定特別会計の実質収支に関する調書。 

 単位は１,０００円であります。歳入総額は３億４,４４０万３,０００円、歳出総額が

３億３,３４７万５,０００円、歳入歳出差引額、実質収支額は、同額の１,０９２万８,

０００円でありまして、この額が次年度への繰越金となります。 

 以上で、議案第６３号の説明を終わりまして、次に、議案第６４号の説明に移りま

す。 

 議案第６４号は、令和２年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算についてで

あります。 
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 説明資料から説明いたしますので、２７７ページを御覧ください。 

 ２７７ページ、第１表、令和２年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額４,９４１万６,０００円と歳入歳出の決算額は、同額の４,７２７万６,３１３

円で、差引残額はございません。歳出の執行率は、９５.７％であります。 

 次に、第２表、保険料収納額調べを御覧いただきたいと思います。 

 左側が現年度賦課額、右側が滞納分賦課額でありまして、現年度賦課額は、調定額２,

９２８万３,６００円に対して収入済額２,９１０万９,５７３円、前年度と比較しますと

４８万７,０２７円の減で、収納率は９９.４％、前年度比０.２ポイントの減、収入未済

額は１７万４,０２７円であります。 

 続きまして、第３表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款後期高齢者医療保険料から合計までの科目ごとの令和元年度と令和２年度の金額

及び比率などは、表のとおりでありますが、令和２年度の歳入の合計は、調定額４,７４

５万３４０円、収入済額４,７２７万６,３１３円で、前年度と比較しますと１３万３,３

８４円の増となっております。 

 このうち、１款後期高齢者医療保険料につきましては、収入済額が２,９２４万５,９

７３円、歳入に占める割合は６１.９％で、前年度に比較しまして１.１ポイントの減。

収入未済額は１７万４,０２７円でありまして、収納率は９５.７％、前年度比０.３ポイ

ントの減となっております。 

 第４表、歳出実績最近年度比較表を御覧ください。 

 １款総務費から合計まで、表のとおりとなっておりますが、令和２年度の歳出の合計

は、支出済額４,７２７万６,３１３円、前年度と比較しますと１３万３,３８４円の増。

不用額は２１３万９,６８７円、執行率９５.７％で、前年度より０.８ポイントの減と

なっております。 

 以上で、説明資料のほうを終わりまして、事項別明細書の説明を行います。 

 １６７ページをお開きください。 

 １６７ページ、歳入であります。 

 １款後期高齢者医療保険料でありますが、令和３年３月３１日の被保険者数は５３３

人で、前年度より２３人の減となっております。１項後期高齢者医療保険料１目特別徴

収保険料は、１節現年度分の収入済額１,７７４万９,１００円で、前年度より１１１万

５,６９２円の増。２目普通徴収保険料１,１４９万６,８７３円は、１節現年度分の収入

済額が１,１３６万４７３円で、前年度より１６０万２,７１９円の減。収入未済額は２

件、１７万４,０２７円であります。２節滞納繰越分の収入済額は１３万６,４００円

で、前年度より４万２００円の増となっております。 

 ２款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金３７０万３,９７４円は、広域連合の事

務費分が１７７万６,０００円、町単独分が１９２万７,９７４円であります。町単独分

の内訳は、インフルエンザ分が１３５万１,０００円、健康診査分が５５万４,５７５
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円、その他事務費分としまして２万２,３９９円となっております。２目保険基盤安定繰

入金１,３８９万７,３７４円は、北海道の４分の３分が１,０４２万３,０３０円、町の

４分の１分が３４７万４,３４４円の内訳であります。 

 ３款諸収入１項延滞金及び過料１目延滞金、２項償還金及び還付加算金、次のページ

に移りまして、１目還付加算金、２目保険料還付金は科目、存置。３項１目雑入４１万

２,９９２円は、広域連合からの健康診査委託料３８万６,０５０円、長寿健康増進事業

分４,１７２円、特別調整交付金分２万２,７７０円であります。 

 ４款国庫支出金１項国庫補助金１目事業費補助金１万６,０００円は、高齢者医療制度

円滑運営費補助金であります。 

 歳入の合計です。当初予算額４,９９６万４,０００円、補正予算額マイナスの５４万

８,０００円で、予算現額は４,９４１万６,０００円、調定額４,７４５万３４０円に対

しまして、収入済額が４,７２７万６,３１３円、収入未済額が１７万４,０２７円で、歳

入の決算を終えております。 

 続きまして、歳出の説明を行います。 

 次のページを御覧ください。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費２４０万１,８５８円は、例年同様の内容の

執行でありますが、１２節委託料１９１万９,０５３円は、健康診査６４人、インフルエ

ンザの予防接種３８６人、共同電算処理業務となっております。１８節負担金補助及び

交付金８万２,９４０円は、高齢者医療制度見直し等によるシステム改修に係る北海道自

治体情報システム協議会負担金。１９節扶助費３万８,８５０円は、インフルエンザ予防

接種の償還払い１２名分であります。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金４,４８７万４,４５５円は、前年度より

１８万２,６２４円の増となっております。 

 ３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金、２目還付加算金は、科目

存置。 

 次のページ、御覧ください。 

 ４款１項１目予備費につきましては、充当はございませんでした。 

 歳出の合計となります。当初予算額４,９９６万４,０００円で、補正予算額マイナス

５４万８,０００円、予算現額は４,９４１万６,０００円、支出済額は４,７２７万６,３

１３円、不用額が２１３万９,６８７円で、歳出の決算を終えております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー３５に、後期高齢者医療特別会計のフロー図がつけ

てありますので、後ほど御覧ください。 

 それでは、次のページ御覧ください。 

 ２７５ページは、後期高齢者医療特別会計の実質収支に関する調書。 

 単位は１,０００円となっております。歳入総額、歳出総額は同額の４,７２７万６,０

００円、歳入歳出差引額、実質収支額は、ゼロ円となっております。 
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 以上で、議案第５８号から議案第６４号までの説明を終わります。 

 以後、御質問によってお答えしたいと思いますので、御審議のほどよろしくお願い申

し上げます。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） 副町長におかれましては、大変お疲れさまでした。 

 令和２年度各会計の決算について、監査委員の意見書が配付されておりますが、代表

監査委員が出席されておりますので、意見書の内容に不明な点があれば、この際、質疑

を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 質疑なしと認め、監査委員に対する質疑を終わります。 

 令和２年度各会計の決算認定に係る質疑、討論、採決は、本定例会初日の決定のとお

り、９月１４日に行います。 

─────────────────────────────────── 

◎延会の議決 

─────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） お諮りします。 

 本日の会議は、これで延会し、特別の事情が生じない限り、１３日までは休会としま

す。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

─────────────────────────────────── 

◎延会宣告 

─────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 本日は、これにて延会します。 

延会 午後 ２時３６分    
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 以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

 

  議長 

 

 

  議員 

 

 

  議員 
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